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D 1 3 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

B X D

上 端 筋

下 端 筋

スターラップ

腹 筋

D 1 0 - @2 0 0

2 - D 1 0

4 - D 1 6

R S 1

1 S 1

1 S 2

1 S 3

1 S 4

符 号

Z 1以下 スランプ１５ｃｍ
Z 1以上 スランプ１８ｃｍ

F c = 2 1コンクリート強度 ：

鋼 材 ：

4 - D 1 6

c S 2 1 5 0～1 8 0

・巾止筋は、D 1 0 @1 0 0 0以内とする

・巾止筋は、D 1 0 @1 0 0 0以内とする

2 5 0 4 0 0 x 5 0 0～7 0 0

縦 筋

横 筋

開

口

補

強

斜メ筋

・幅止め筋は、Ｄ１０－＠１０００とする。

・土に接する部分は、捨てコン厚5 0 砕石厚1 5 0とする。
・土に接する部分は、捨てコン厚5 0 砕石厚1 5 0とする。

ＳＤ２９５Ａ（Ｄ１６以下） 重ね継手

2 - D 1 3

D 1 0 - @2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

2 - D 1 3

D 1 0

2 - D 1 6

D 1 0 D 1 0 - @2 0 0 D 1 0 - @2 0 0 D 1 0 - @2 0 0 D 1 0 - @2 0 0
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パラペット詳細図 濾過機械室詳細図

濾過機械室詳細図（室内階段）

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @2 0 0

1 - D 1 0

1 - D 1 0

D 1 0 - @2 0 0

1 - D 1 0

D 1 0 - @2 0 0

2 - D 1 3

1cS2

1cS3

D 1 0 - @ 2 5 0

D 1 0 - @ 2 0 0

2 - D 1 3

1S1土間コン

土間コン

RG
D 1 0 - @2 0 0

D 1 0 - @2 0 0

D 1 0 - @2 0 0

1 - D 1 3

FG

D 1 0 - @ 2 0 0

2 - D 1 3

st.D10-@200

2 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 3

D 1 0・D 1 3 - @2 0 0

D 1 3 - @ 2 0 0

D 1 3 - @2 5 0
D 1 3 - @ 2 0 0

日除けテント基礎詳細図

プール本体
基礎梁

1S4

1S4

D 1 0 - @2 0 0

一般部スラブ・プールサイド側溝詳細図

D 1 3 - @ 2 0 0

D 1 0・D 1 3 - @2 0 0

FS1

D 1 0・D 1 3 - @1 7 5

D 1 0 - @2 0 0

D 1 0・D 1 3 - @2 0 0

1S4

FS4

D 1 3 - @1 2 5

2 - D 1 3

FS4土間
コンクリートD 1 0 - @2 0 0

RS1

FG1

D 1 3 - @2 5 0
D 1 3 - @ 1 2 5

D 1 3 - @2 0 0D 1 3 - @2 0 0

1S3

1cS1

D 1 3 - @1 0 0

プール本体
基礎梁

D 1 0 - @2 0 0

4 - D 1 6

2 - D 1 3

D 1 0 - @2 0 0
WA

FS3

D 1 3 - @2 0 0

ＷＡ詳細図・スラブ取合部要領図

ア部詳細図

ハンチ範囲FG1A

1S1

D 1 0 - @2 0 0

FG1A

※F S 3とW1 8の取合箇所はF S 3側に下部ハンチを設けること。

W18

FS2 FS4 プール本体
基礎梁

プール本体
基礎梁

F1A

F1AF1

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0・D 1 3 - @2 0 0

FG1

FG1B

1S1

2 - D 1 3
D 1 0 - @2 0 0

FS1

D 1 3 - @1 2 5

D 1 0 - @2 5 0

D 1 0 - @2 0 0

2 - D 1 3

1 - D 1 3

FG1A

D 1 3 - @1 7 5

D 1 3 - @2 0 0

D 1 3 - @ 1 2 5

2 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 3

D 1 0・D 1 3 - @ 2 0 0

D 1 0・D 1 3 - @ 1 7 5

1 - D 1 3

上端筋と同径同ピッチとする。

D 1 0 - @2 5 0

1cS2

D 1 0・D 1 3 - @2 0 0

D 1 3 - @2 0 0

D 1 0・D 1 3 - @ 2 0 0

FG1B

1 - D 1 3

1 - D 1 3

集水ピット詳細図 外部階段詳細図
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1 - D 1 3
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D 1 0 - @ 2 0 0
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平成　22年　3月（全　　　枚）

階　　　　数
消防法施行令

別 表 第 一
備　　考

延 べ 面 積
構　造建　物　名　称

工建物別及び屋外 事 種 別

屋　外

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

工　事　種　目

・ 電灯設備

・ 動力設備

・ 電熱設備

・ 雷保護設備

・ 受変電設備

・ 静止形電源設備

・ 発電設備

・ 構内情報通信網設備

・ 構内交換設備

・ 映像・音響設備

・ 拡声設備

・ インターホン設備

・ テレビ共同受信設備

・ 監視カメラ設備

・

・

・

・

・ 電気時計設備

・ 防犯・入退室管理設備

・ 自動火災報知設備

・ 中央監視制御設備

・ 情報表示設備

・ 構内通信線路

・ テレビ電波障害防除設備

・ 構内配電線路 一式

一式

発信機

表示灯

副受信機

警報ベル

出退表示盤　

発信器（出退表示用）　

インターホン

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

自動報機器収容箱

連動制御器（自動閉鎖）

復帰ボタン（　　  〃　　 ）

廊下表示灯（　　  〃　　 ）

　　　〃　　　（都市ガス）　

〃

〃

〃

〃

床上～操作部

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

天井面～中心

〃

〃

〃

〃

取付高さ

親時計

開閉器箱

ブラケット（一般）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

スイッチ（一般）

接地用端子箱

雷保護用接地端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

アッテネータ 

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　（多機能トイレ）

引込開閉器箱（低圧）

分電盤、制御盤、実験盤

電磁開閉器用押しボタン

子時計、スピーカ

中間端子盤（EPS・電気室）

 壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

床上～中心

　 〃　　

鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

床上～中心

〃

〃

〃

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

地上、床上～中心

床上～下端

地上～中心

地上～給油口

床上～中心

〃

〃

〃

名　　　　称 測　　　点

施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

23

24

施工調査 ・事前調査

　調査項目（　　　　　　　　　　　　　）

　調査範囲（　／　）図による

・監督職員の指示による。

　調査方法（　／　）図による

・非破壊検査（費用は別途）

仮設備 仮設備項目（・受変電　　・発電　　　・　　　　　）

仮設備期間（・図示　　　・　　　　　・　　　　　）

養生範囲　（　／　）図による

養生方法　（　／　）図による

ＥＭ－ＣＥＥＳ

ＥＭｰＭＥＥＳ

記号 　仕　　　　　　様

JIS X 5150「構内情報配線システム」に準じ、絶縁材料及びシースにJCS

規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

JCS 4271「マイクロホン用ビニルコード」に準じ、絶縁材料及びシースに

JCS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＥＭ－ＵＴＰ

電線類

35

36

37

38

プール棟

1．工事場所

2．建物概要

3．工事種目（○印のついたものを適用する）

4．指定部分　　　・無　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

コンセント、電話用アウトレット、直列ユニット（一般）

コンセント（車庫）

ガス漏れ検知器（LPガス）

　　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　 （和室）

　　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　 （台上）

取付高［mm］

下記のＥＭ電線等は、ハロゲン及び鉛を含まない材料により構成されている

ものとし、次の記号、仕様による。

養生

JCS 4258「制御用ケーブル（遮へい付）」に準じ、絶縁材料及びシースに

（m ）

（（注）延べ面積は建築基準法による表記）

（備考）　（天井高）×0.9及び（天井高）×0.8は天井高が2500～3000mmの場合に適用する。

900

1,800

2,000

1,800

1,500

1,500

300

800～1,500

800～1,500

800～1,500

1,300

1,300

標準図による

（天井高）×0.9

（天井面）－200

（天井高）×0.8

（天井高）×0.9

2,500

150

1,300

1,100

300

150

150

800

1,500

1,500

1,500

1,300

500

800

600

1,000

1,500

1,500

1,300

1,500

1,000

以上

以下

2,100

（上端1,900以下）

（天井高）×0.9

JCS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの 

工事設計図

Ⅱ．工事仕様

Ⅰ．工事概要

仕様書

2

京都府綴喜郡井手町大字多賀小字内垣20番地

１階建（地下　階　塔屋　階）RC造 7項

●

プール棟

○

●

○ ●

○ ●

●

●

多賀小学校プール改築工事

電気設備

○

・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

工事用電力・水・ 本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用は

・本工事で設置とする。

・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

監督員事務所 ・設けない　　・設ける

工事用仮設物 すべて請負者の負担とする。

構内につくることが　　・できる　　・できない

足場、さん橋類 ・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

8

9

10

11

残土処理 ・現場説明書による。

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

12

重要機器

屋上及び塔屋

上層階

重要機器一般機器

・　特定の施設

一般機器

・　一般の施設

地下・1階

耐震施工

研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督職員に

設計用標準水平震度

　　機器の重量［kg f］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設

1）設計用水平地震力

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」（国土交通省国土技術政策総合13

設置場所

呼び線

金属製電線管の塗装

電線本数管路など

下記の露出配管は塗装を行う。

・屋外　　　・屋内（          　　　　　　　　　　　　　　　　　）

職員の承諾を受けて図面と相違しても差し支えない。

部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

蛍光灯器具

分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監督14

15

16

17

・改修工事の場合は、改修標準仕様書第1編.2.1.2によるほか下記による。

重要機器

上層階の定義は次による。

　【備考】　（※1）：水槽類には、オイルタ ンク等を含む。

・交換機　・自動火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　　　　

・配電盤　・発電装置               　・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　設計用水平地震力の1／ 2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

13階以上の場合は上層4階とする。

2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

2）設計用鉛直地震力

また、機械室等の床配線は図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管

蛍光灯器具の安定器の回路方式、電圧は図面に記載のない場合は次による。

測定数　　箇所以上18 非常用の照明装置の

照度測定箇所数

遠方操作用押ボタンは、連用形とする。電磁開閉器用押しボタン

コンセント

19

20

21

図面に特記なき場合は、コンセント2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

フラッシプレート　　　・金属製　　　・樹脂製プレートの材質

22

地中線の埋設標

天井仕上げ表示

接地極　

・鉄製（　　箇所）　　・コンクリート製（　　箇所）　・ 図示

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による｡

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

・

Ω以下

Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

Ω以下

Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

EB（10φ）×1　（Ｌ＝1000mm）

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

銅板1.5ｔ×900×900

EB（14φ）×3連－2組

EB（14φ）×3連－2組

EB（14φ）×3連－2組

EB（14φ）×3連－2組

接　　地　　極接地の種類 記　　号 接地抵抗値

EB（10φ）×1　（Ｌ＝1000mm）

25

26

27

・ Ｅ 100Ω以下

・ Ｅ Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

W＝30、14φはW＝40としても差し支えない。（雷保護用を除く）

接地極の材料は下記による。なお、接地棒EB（14φ）の長さは1500mm以上とし、10φは

高圧避雷器

低圧避雷器

共同接地

共同接地

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

Ｄ種接地

雷保護用

交換機用

通信用

通信用

測定用

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

0.6

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

0.6

0.6

1.0

長さ1ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。

提出し、承諾を受けるものとする。

請負者の負担とする。その他

　　計用標準水平震度は、次による。

中間階

機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

蛍光灯の種類

直管形

電　圧回路方式

GL

PHHf形 Ｖ

100Ｖ
一般形

電池内蔵形非常用照明器具及び誘導灯

防雨形器具、防湿形器具

コンパクト形 　　　　　　 H16形　H24形　H32形　H42形

一般形

H f形 ＶPN

100Ｖ

EL

GH

100Ｖ

（20形 ）

図面に記載のない場合

上記以外のもの

インバータ装置の

規約効率

三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

電動機出力（kW）

インバータ効率（％）

0.4

85.0

0.75

87.0

1.5

88.5

2.2

89.5

3.7

90.0

5.5

90.5

7.5

91.0

11

91.5

15

92.0

18.5

92.5

22

93.0

30

93.5

37

94.0

45

94.5

　　　　　　（2）インバータ 効率は、100％負荷時の値とする。

　　備考）　（1）インバータ 装置の供給電圧は200V又は400Vクラスとする。

P32形　P45形

Ｄ18形　Ｄ27形

A.D

A.C.D

A

B

LH

LL

t

At

Ct 

LA

0

D

C

（※1）

（※1）

（※1）

○

○

○

○

○

○ ○

○

銅板1.5ｔ×900×900

銅板1.5ｔ×900×900

章

1

特　　記　　事　　項 項  　　　　目

一　般　事　項

1. 特記仕様書の ＊表中の各欄に〇印を付けていない場合は＊印の事項を適用する。

＊〇印を付けていない項目はすべて適用しない。

2. 適用 一般仕様として以下の標準図を適用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上記は以下「標準仕様書」という）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　１９年度版

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　１９年度版

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　１９年度版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「改修標準仕様書」という）

一般仕様として以下の標準図を適用する。

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　１９年度版

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　１９年度版

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　１９年度版

3. 優先順位

4. 官公庁その他への

  手続き

本工事は以下の設計図書に基づき施工する。その適用にあたっての優先順位は下記の番号順とする。

（１）質疑回答書　　　（２）現場説明事項　（３）特記仕様書　（４）設計図面

（５）改修標準仕様書　（６）標準仕様書　　（７）標準図

行う。

工事施工に必要な官公庁その他への手続きは、すべて工事施工者がその費用を負担して速やかに

5. 既設部分との

  取合い

発生材のうち特記及び監督員の指示により、引渡しを要するものは指示された場所に整理し、その他
発生材についてはすべて場外に搬出し、関係法令等に従い適切に処理する。

6. 別契約の関連工事 既設部分と本工事部分の取合い等において、本工事範囲外の部分に汚染，損傷を生じた場合、工事

施工者がその費用を負担して原型と同仕様にて補修を行う。

別契約の関連工事については、監督員の指示により、当該工事関係者と協力し、工事全体の円滑な

進捗を図る。

7. 発生材の処理 発生材のうち特記及び監督員の指示により、引渡し要するものは指示された場所に整理し、その他

発生材については全て場外に搬出し、関係法令等に従い適切に処理する。

8. 分別解体等 工事に伴い副次的に生ずる建築資材廃棄物は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律を

遵守し、その種類ごとに分別しつつ施工すること。

9. 建設副産物の処理 建設副産物の処理の方法は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の

促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設副産物適正処理推進要綱その他関係

法令等を遵守して行うこと。処理方法については、現場説明書等による。又、監督職員が指示する

場合は処理地への搬入日時、処理時の写真等を報告書にまとめて提出すること。

   図る建設副産物

10. 再生資源化を 建設発生木材、（　　　　　　　　　　）とする。

再資源化を図る建設副産物の処理地は、再資源化を行っている中間処理場とする。ただし、受入側

の事情等やむを得ない事情により、処理地を変更する場合は監督職員の承諾を得なければならない。

11. 建設機械 低騒音型または排ガス対策型の機械を使用すること。

12. 特別管理産業 ・有（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　＊無

し、その写しを提出すること。また工事上、他に損害を与えた場合の補修、補償は施工者の負担とする。

及び近隣よりの苦情に対しては、施工者の責任において解決し、必要があれば、協定書を取り交わ

工事施工に伴う災害及び公害の防止は、関係法令等に従い適切に処理する。工事中に発生した公害

   近隣補償

   危険防止及び

13. 災害，公害，

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　１９年度版

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　１９年度版

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　１９年度版

  適用方法

       　　　廃棄物

　・施工体制台帳及び施工体系の写し　　　　　　　　　　　　　　　各１部

18. 現場処理 ＊現場の納まり。取り合わせ等の関係で、材料の寸法・取付位置又は取付方法を多少変え、或いは、

　これらによって取付材料の材質、数量を幾分変更するなどの軽微な変更は、監督職員の指示に

　よって行う。この場合契約金額の変更は行わない。

17. 総合図

　したもの）を速やかに作成し監督員に提出のうえ承諾を得ること。

・工事着手と同時に、各階施工平面詳細図及び天井伏図（床・壁・天井に付く諸設備も一括表示

16. 安全対策 ＊本工事の施工に当たり、隣接建物及び工作物並びに通行人等に損傷を与えないように危険表示の

　設備、必要な保護設備を設け、交通及び保安上の配慮を行い、監督員及び管径各所の承認を受け

　て安全な工事の実施を期するものとする。

　・工事記録その他監督員の指示する書類

　・竣工引き渡し書（指定様式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A4版

　・納品書・出荷証明書（ファイル製本）　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A4版

　　　　　　　　　CD-R又は3.5ｲﾝﾁFDにて提出）

　・竣工図（Ａ４折込み黒表紙製本、金文字入り）　　　　　　　　　　２部　　　A4版

　・竣工図データ（CAD（DXF形式互換）により作成　　　　　　　　　　１式

　　　整理方法については、監督員の指示による。

　　　撮影は専門業者に委託すること。又、アルバムの体裁

　　　撮影箇所　　　箇所

　・竣工写真（カラ－キャビネ版をアルバムに整理）　　　　　　　　　３部

　　　　　　　着工前，施工中，見え隠れ部分，完成等

　・工事写真（カラ－サ－ビス版又はデジタルカメラ　　　　　　　　　１部

　　　　　　　撮影、Ａ４写真帳整理）

　・竣工届　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A4版

竣工時（竣工日に提出）

　・その他監督員の指示する書類

　・打合せ報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A4版

　・各施工図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各１部　　　A1又はA2版

　・各種試験報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各１部　　　A4版

　・各種測定記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各１部　　　A4版

　・工事日報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A4版

　・工事工程表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A3又はA4版

　・施工計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A4版

施工中

　・市の指定する書類（着工届　　　　　他）　　　　　　　　　　　　１部　　　A3又はA4

着工時（着工日より５日以内に提出）15. 提出書類

　・建設業退職金共済制度

　・労働災害総合保険

　・請負業者賠償責任保険

　・組立て保険

　・建設工事保険

　・火災保険

14. 保険 工事に先立ち、以下の保険に加入すること。

　・竣工図（２つ折り製本文字入り）　　　　　　　　　　　　　　　　３部　　　A2版

　・竣工図原図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A2版

　・施工図（２つ折り製本文字入り）　　　　　　　　　　　　　　　　１部　　　A2版

　・竣工図（２つ折り製本文字入り）　　　　　　　　　　　　　　　　３部　　　A3縮小版

特　記　仕　様

1. 特記仕様書の

 　適用方法

2
1）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

2）特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

調達品目「公共工事」の品目

「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特定

２）化学物質を発散する建築材料等

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難

１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む。）に規定するもの

　　又は、これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承

　・照明制御システム　　　・変圧器

　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　　ものとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティク

　　　　　ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒ

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散

　　（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、

　　　　　その他の什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　　　　　なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは発散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　　　ルデヒドの発散が極めて少ないものとは発散量が第三種のものをいい、原則として規制

　　　　　対象外のものを使用するものとするが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを

　照明制御装置は、社団法人日本照明工業会技術資料130「照明制御装置による消費電力削減効果

の評価手法」による総合省エネルギー率33％以上であることを確認する。

　　　　　揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

　　　　　ドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　　　　　て少ないものとする。

　　　　　発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　　　　　が極めて少ないものとする。

　　諾を受ける。

　　　　　使用するものとする。

グリーン購入法

機材等3

2

また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

該当する建築材料ホルムアルデヒドの放散量

規制対象外

②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

第　三　種

②建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

③旧JISのEo規格品

④旧JISのFco規格品

　　　しない材料使用

　　　しない塗料使用

　　　しない塗料等使用

機材の品質・性能証明

電源周波数

電気工作物の種類

電気保安技術者

4

5

6

7

建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機関（（社）公共

・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

・50Hz　　・60Hz

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作

物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要
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*******

大阪市北区西天満５丁目１０番１４号　　

／０３・３３５５・５８３６■東京　　

■大阪　　

一級建築士登録　　第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺

日　　付

初完

改訂１

改訂２

変更事項 設計番号

図名

E

／０６・６３６４・５８３６

東京都新宿区南元町１９番地　　

１ 1
---

多賀小学校プール改築工事

電気設備特記仕様書（１）

10002

・ 撤去工事○ 一式● 一式●
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分電盤の予備の配線用遮断器が４個以下の場合（２５）を１本、５個以上の場合（２５）を２本天井

水平高低調整式（空転防止付リング付、ＯＡフロアー部分を除く）

取外した上再使用する機材は、清掃を行い、絶縁状態を確認後に取付ける。なお照明器具等の見えが

内まで立上げる。

※砲金製　　○アルミ製

※金属製（ステンレス、新金属も含む）　○樹脂製

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。

ケーブルラックの防火区画貫通部に、（５１）を１本以上設ける。

かり部分は、洗剤を使用するなどして十分に清掃を行うこと。

○

●

機用再 使

のそ 他

材

○

●

●

●

○

備 配予

ー

ー

レ

・ベ

ュ

ー

シ プ

レ ト

ッフ ラ

ロ

寸

フ アプ

法

ト

ス

管

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項項　　　目種 目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項種 目 項　　　目

等線内器機 配 下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。

ただし、高圧主回路配線はこの限りでない。

●分電盤　　　○ＯＡ盤　　　○実験盤　　　○開閉器箱

●制御盤　　　○キュービクル式配電盤　　　○

○直流電源装置　　　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）　　　○

屋外の盤類・開閉器箱・プルボックスの材質は

※ステンレス　とする

○鋼板製とし、配管カップリングは溶接を行い、溶融亜鉛メッキ後指定色塗装を行う。

特記なき場合、分岐に用いる２極の配線用遮断器及び漏電遮断器は、１極サイズのものとする。

ＪＩＳ　Ｃ　８３７０「配線用遮断器」、同付属書５「電灯分電盤用協約形配線用遮断器」による。

本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は、次表の値以上とする。

自動火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して空調機を停止させる。

○引出し形　　○飛び出し形　　○内部固定形　　○外部固定形　　○図示　○ＯＡフロアー用

単位ユニットの電流計は負荷端子の手前に接続する。

○配管　　　○配線　　○機器取付

制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。

●配管　　●配線　　●機器取付

幹線　　●三相３線式　２００Ｖ　６０Ｈｚ　　○

分岐　　●三相３線式　２００Ｖ　６０Ｈｚ　　○

標準図において、防雨形または防湿形の器具本体の材質に、ＳＵＳを含む複数の材料が適用されてい

インバータ効率（％）

電動機出力（kW）

幹線　　●単相３線式１００／２００Ｖ６０Ｈｚ　 　○直流２線式１００Ｖ　　○

分岐　　●単相２線式　○１００Ｖ　○２００Ｖ　　 ○直流２線式１００Ｖ　　○

センサー設定器を附属させる。

照明制御装置の各センサー設定は、監督職員の指示による。

る場合は、ＳＵＳを適用する。

システム設定器を附属させる。

多重伝送制御システムの設定は、監督職員の指示による。

●配管　　　●配線　　●機器取付
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インバータ装置の規約効率

○

●

○
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類

ムテ

の

スシ

グ

制明照

灯光蛍

送重多 伝 制

御

御

●

●

式方気電

事工 範 囲

92.5

18.5

　　　　　備考）（１）電動機の供給電圧は２００Ｖ又は４００Ｖとする。

　　　　　　　　（２）インバータ効率は、１００％負荷時の値とする。
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○ 容蓄 電 池 持量 保 間時 ○５分以上　　○３０分以上　　○製造者標準
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内 
 

交 
 

換 
 

設 
 

備

線配へ機話○ 電 の

○ＥＭ－ＵＴＰ　　　　　　　　０．５　－４Ｐ　２０ｍ（片端８極８心モジュラーローゼット付）　

○ＥＭ－電子ボタン電話用ケーブル　０．４　－２Ｐ　２０ｍ（片端６極４心モジュラーローゼット付）

○ＥＭ－ＴＩＥＦ　　　　　　　０．６５－２Ｃ　２０ｍ（片端６極２心モジュラーローゼット付）

○２号ワイヤプロテクタ　　１．５ｍ

電話機１台につき以下を見込む。
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格規

置装

の圧 器○ 変

視縁 監○ 絶

※有（詳細別記）　　　○無○データ出力　　　　

○低圧配電盤に内部点検空間を設ける。（幅 ６００ｍｍ以上・高さ１，８００ｍｍ以上）

　　１相　３線式２００／１００Ｖ１０ｋＷ以上

○防災電源　　○常用（※系統連系型　　○独立型）

連続運転可能時間　　※１０時間以上　　○１６８時間以上　　○常時連続

三相３線式　６０Ｈｚ　　　　※２１０Ｖ　　○６．６ｋＶ　　○

　80ｋＷ（100ｋＶＡ）以上　　　　原動機　132ｋＷ以上

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　）

○防災電源　　　○受変電設備専用

○過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は、９０Ｖとする。

公称最大出力　１０ｋＷ以上

○受動　　　○能動

○有　　　　※無

○ボタン電話装置　　○交換装置

○配管　　　○配線　　　○機器取付　　

○一般形　　　　個　　○ＯＡフロアー用　　　個（通線カバー）

○外部固定形　　○内部固定形　　○回転形または上下動形　 ○

○排気ガス処理装置　　　○有　　※無

○低減装置　　　　　　　○有　　※無

　　　ｍ 以下（長辺　　ｍ×短辺　　ｍ）

太陽電池

排気ガス処理装置等

アレイ

逆潮流

系統連系

※有　　　○無

※本工事　　　○別途工事

パワーコンディショナ出力

設置可能建築面積
２

○常時インバーター給電方式（○一般形　○簡易形）

○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

盤内に予備限流ヒューズを収納する。

○本工事　　※別途工事　　　○既設

○充電標示器は、断路器の１次側の適切な場所に設ける。

○配管　　　○配線　　○機器取付

○配管　　　○配線　　　○機器取付

○低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。

その他

方式

用途

用途

定格

定格出力

運転時間

用途

ただし、スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するものは除く。

○５ｍＡ　○１０ｍＡ　○１５ｍＡ　○２０ｍＡ　○２５ｍＡ　○

※有　ＲＳ－４８５　　　○有　ＲＳ－２３２Ｃ　　○無

○低圧スイッチギア　　　○系統連系保護制御盤

○有（詳細別記）　　　※無

○零相電流・電圧測定方式　　○部分放電検出方式

○活線ｔａｎθ測定方式　　　○直流漏洩電流検出方式

変圧器の規格は次による。

高圧回路の絶縁監視

○表示部　　　　　　　

○通信機能　　　　　

低圧回路の絶縁監視

○部分放電検出方式　　　　　○

○注意電流整定値　　

○高圧スイッチギア（　　　　　）　　　○変圧器盤　　　○コンデンサ盤

○屋外キュービクル式配電盤

雷 

保 

護 

設 

備

囲

ル

ム

ベ

テ

囲

式

テ ム

事

レ

シ

護

部雷

○ 工

○

○ 保

受

事

気○

○ 工

電

ス地接 シ○

範
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式形盤電配○

○外部雷保護システム（○受雷部システム　　○引下げ導線システム　　○接地システム）

　　　○三相３線式　  　    Ｖ　　 ○三相４線式　   　 Ｖ／      Ｖ

低圧　○三相３線式　　２００Ｖ　 　○単相３線式　１００Ｖ／２００Ｖ

高圧　三相３線式　６ｋＶ　　６０Ｈｚ

○配管　　　○配線　　○機器取付　

　○板状接地極　　○垂直接地極　　○放射接地極

○内部雷保護システム

○　　○　　○　　○

突針支持管　　※鋼製　　　○ステンレス製

○屋内キュービクル式配電盤

○Ａ型接地極

　○環状接地極　　○網状接地極

○Ｂ型接地極
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類

囲

囲

計

器

事● 工

時

事

事

幅

○

●

工

工

● 子

○ 増
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備

範

種

範

○防犯装置　　　○入退室管理制御装置

○カラー　○白黒

○配管　　○配線　　○機器取付

○配管　　○配線　　○機器取付

○配管　　○配線　　○機器取付

○機械警備用配管

○卓上形　　○ラック組込形

Hi形　　W以上

○リモコン機能　　○コールサイン機能

○モニター機能

○壁付ボタン（プルスイッチの長さは０．２ｍ以上とする）

○壁付握りボタン（握りボタンのひもの長さは１．２ｍ以上とする）

※有　　回線　　○無

○卓上形　　台　　○ハンド形　　台

○電話式　　　○相互式

○カラー

○カラー

　５窓　呼出しボタン

○卓上形　　○ラック組込　　○ラックスペースのみ

○卓上形　　○ラック組込　　○ラックスペースのみ

媒体　　○カセット式　　○磁気ディスク

測定チャンネルは監督職員と協議する。

○音声誘導装置　（○磁気式　　○無線式　　○画像認識）

○配管　　○配線　　○機器取付

○トイレ等呼出し装置

○テレビインターホン

○インターホン

○配管　　○配線　　○機器取付

○外部受付用インターホン

○受付呼出し装置　　　○誘導鈴

○卓上形　　○ラック組込形

○全館放送用（※一般放送　○非常放送）

○マルチサイン装置　　○出退表示設備　　●時刻表示設備

特記なき子時計は、ＳＷＡ　－ＧｐＢ　とする。

○リモコン機能　　○コールサイン機能

○自動放送はアッテネーターを経由した回路とする

※有　　回線　　○無

３３

Hi形　　W以上

形式

定格出力

用途

○配管　　○配線　　○機器取付　

●配管　　●配線　　●機器取付　

○モニター機能

付加機能

出力制御器

２

○ローカル放送用
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ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

高圧ケーブルは、マンホール、ハンドホールまたはキュービクル内等の１ケ所で約３ｍの余長をとる。

特記なき場合は、ＧＬ（舗装がある場合は、舗装下面）－３００ｍｍ以下とする。

電柱は遠心力プレストレストコンクリートポールとする。

高圧管路及び、外灯回路以外の低圧管路に設ける。

構造、寸法は  （※標準図　●図示）による。

○配管　　○配線　　○機器取付

○一般用　 ○耐塩用　 ○重耐塩用

蓋の用途表示は（※通信    ○　　）とする。

長

ル

材

器

理

ト

囲

ル

さ

柱

ト

ル

灯

●一般用　 ○耐塩形

●屋外形　 ○耐塩形

引き込み管路に設ける。

　　　　　　　　　遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下）

○防煙ダンパ用　（別途工事　瞬時通電式または電動式ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下、

特記なき場合は、ＧＬ（舗装がある場合は、舗装下面）-３００ｍｍ以下とする。

●単相３線式　　１００／２００Ｖ　　　●単相２線式　 ●１００Ｖ　●２００Ｖ

ケーブルが直接接触しない場合の金物は接地を省略してもよい。

○防火シャッタ用（別途工事　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下　警報連動付）

（○単独形　○火報受信機と一体）（ガスの種類　※都市ガス（１３Ａ）　○液化石油ガス）

○防火戸用（ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下　電磁式またはラッチ式）

○自動火災報知装置　　 ○自動閉鎖装置　　 ○非常警報装置　　 ○ガス漏れ火災警報装置

○受信機　Ｐ形　1級　５０回線 （○壁掛形 　○自立形）（○単独形 　○複合形）

※消火栓箱内押ボタン　　○発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける。）

○単独　　○火報受信機等と一体　　○ダンパ等（全数）復帰用の予備電源容量をもつこと。

電柱は遠心力プレストレストコンクリートポールとする。

○三相３線式　　○６ｋＶ　　 ●２００Ｖ

●配管　　●配線　　●機器取付

構造、寸法は　（※標準図　●図示）による。

蓋の用途表示は（※電力 　 ○　　）とする。

○配管　　○配線　　○機器取付　

○警報盤　　○簡易形監視制御装置　　○監視制御装置

※標準仕様書による　　　○３０分間以上

囲

式

量

囲

式

さ

柱

ル

ル

器

受信機　　　形　　　級　　　回線（※壁掛形 ○自立形）

受信機に諸警報表示窓（　２０窓）を設ける。

○配管　　○配線　　○機器取付　

○機器収容箱（○消火栓一体形　　○単独形）

　２０回線〔予備電源（蓄電池）内蔵〕

類
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○配管　　○配線　　○機器取付　○ 工 事 範 囲

○太陽電池パネル、風力発電装置搭載形

用途　 ○架空引込用　　　○地中引込用

構造　 ○耐中塩じん用　　○耐重塩じん用（耐塩じんの汚損特性　0.35ｍｇ／ｃｍ　）

高圧負荷開閉器７．２ｋＶ　３００Ａ

基礎 ※本工事　○別途工事

形式　 ○引外し装置付（ＳＯＧ形）　○引外し装置なし　○避雷器内蔵 　○制御電源用変圧器内蔵

※外灯ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合は溶融亜鉛めっきとし、指定色塗装とする。○図示による

外部換気扇がある場合は、外部換気扇連動（※端子、〇スイッチ）を設け、サーモスタットと連動する。

盤内にサーモスタット（３０°Ｃ～４０°Ｃ可変形とし、３５°Ｃにセット）及び切替スイッチ

（自動・手動・断）を設ける。

サ ー モ ス タ ッ ト○

２

蛍光灯照明器具の安定器の種類は、標準図及びＪＩＬ５００４－２００６「公共施設用照

明器具」に指定のあるもの、図面特記があるものを除き下記による。

 （絶縁種別　Ｆ）

　油入変圧器　　　　　単相

　モールド変圧器　　　単相

　　　　　　　　　　　三相

　　　　　　　　　　　三相
※JIS C 4304-2005　　       　○JEMグ

グ※JIS C 4306-2005　　  　　　○JEM

発　

 

電　

 

設　

 

備

○ラインインタラクティブ方式　　　　　○常時商用給電方式

安定器の種類蛍　　光　　灯　　の　　種　　類

直 　管　 形

コンパクト形 Ｈ ｆ 形グ Ｈ１６形，Ｈ２４形，Ｈ３２形，

Ｄ１３形，Ｄ１８形，Ｄ２７形

Ｈ４２形，Ｐ３２形，Ｐ４５形

Ｈｆ１６形，Ｈｆ３２形，

電圧（V）

ＰＸ

Ｈｆ形器具はユニバーサル電圧（１００～２４２Ｖ等）対応品でもよい。

○１００ ○２００
Ｈｆ８６形

一般形

ＰＮ ○１００ ○２００

ＥＬ １００

ＥＬ １００高輝度誘導灯

● 行う器具明照ＰＭ又Ｐ はＲ 形 の防水試験

安 定 器 種

構
内
情
報

囲

法

事○ 工

○ 工施

範

方 幹線　　○光ファイバケーブル（ＥＭ－ＯＰＴ）（○ＳＭ　○ＭＭ）　　○ＥＭ－ＵＴＰケーブル

支線　　○光ファイバケーブル（ＥＭ－ＯＰＴ）（○ＳＭ　○ＭＭ）　　○ＥＭ－ＵＴＰケーブル

○配管　　○配線　　○機器取付通
信
網
設
備

名　　　　　称 備　　　　　考 名　　　　　称 備　　　　　考記　号 記　号

〃

単線結線図参照

電灯分電盤

動　力　盤、開閉器盤

〃電灯動力盤

設　備　盤 機械設備工事

〃警　報　盤

Ｒ

テレビ直列ユニット

〃

単線結線図参照テレビ機器収納盤

ＣＳ－７７Ｆ－７

ＣＳ－７７Ｆ－Ｒ

Ｓ

Ｎ

トイレ呼出表示盤

トイレ呼出ボタン

廊下灯

復旧ボタン 〃

〃

〃

弱電機器図参照

ドアホン　子機　　カメラ付

ドアホン　親機　モニターテレビ付

ＡＭＰ 放送アンプラック

壁掛型スピーカ

〃

天井埋込型スピーカ

〃

ホーンスピーカ

音量調整器

　３Ｗ

　３Ｗ

　３Ｗ　

　３Ｗ

ＡＴＴ付　

ＡＴＴ付　

弱電機器図参照

〃

〃

〃

〃

〃

〃

弱電機器図参照

〃

電話モジュラジャック

〃

端　子　盤 端子盤表参照

ＡＳ 自動点滅器 ＡＣ２００Ｖ　６Ａ　

Ｊ

防水コンセントＥＴＷＰ

３

４

Ｌ 〃

〃

〃

埋込スイッチ

片切パイロットランプ付　〃

〃 ４路　

３路　〃

１５Ａ　片切　 プレート共

〃

〃

〃

〃

〃

ＲＭ フル２線式リモコンスイッチ 回路数は傍記による。

フル２線式リモコンスイッチ（グループ・パターン用）

照明器具 天井付 照明器具姿図参照

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃

〃

〃

壁付

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

非常灯

ポール灯

〃

〃〃 誘導灯

ＯＡフロアコンセント ２Ｐ１５Ａ　アース極付　

ＥＴ

Ｅ

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ　

アース端子付　

〃

〃

〃

〃

アース極付　

〃

　〃

手元開閉器 傍記による。

ＥＴ

３Ｐ２０Ａ　

アース端子付　

アース極付　 ２５０Ｖ

２５０Ｖ

ＴK

〃埋込コンセント

〃

埋込抜止コンセント

〃

〃

１ヶ口以上の口数は傍記による。

アース端子付　２Ｐ１５ＡＥ付　

ＯＡフロア内ジョイントボックス

Ｅ フロアコンセント アース極付　２Ｐ１５Ａ　 １ヶ口以上の口数は傍記による。

Ｇ４Ｒ

フル２線式リモコンスイッチ（光アドレス式）1回路用１Ｒ

２Ｒ

３Ｒ

４Ｒ

フル２線式リモコンスイッチ（光アドレス式）２回路用

フル２線式リモコンスイッチ（光アドレス式）３回路用

フル２線式リモコンスイッチ（光アドレス式）４回路用

〃

〃

〃

〃 電源カットリレー 〃Ｃ

情報モジュラジャック

壁付

床付

ＯＡ床付〃

〃

〃

ＯＡ床付

床付

壁付

ＨＵＢ スイッチングハブ

ｄ

Ｄ

ＲＭ フル２線式リモコン調光スイッチ プレート共

ＪＩＳプラグイン型

凡　　　　　　例

ＡＤ

Ｆ

全熱交換機

同上用スイッチ

壁付換気扇

天井ダクト扇

中間ダクト扇

エアコンスイッチ

自動ドアー用電源

〃

〃

〃

〃

〃

機械設備工事

立下り・素通し・立上り

地中埋設配管配線

露出配管配線

床下配管配線

天井いんぺい配管配線

天井内突き出し配管

配管エンド伏せ

指定色塗装

ＷＰ

アウトレットボックス

〃

プルボックス

ハンドホール 傍記参照

ＷＰは防水型（ＳＵＳ）

防雨入線プレート付

Ｓ 熱線センサ付自動スイッチ　天井埋込型親機

Ｓ

Ｓ 熱線センサ付自動スイッチ　屋外親機

M

F

WM

Ｓ 熱線センサ付自動スイッチ　壁付

SL

ＰＡ　ＷＴＫ39114Ｓ

ＰＡ　ＷＴＫ34314Ｓ

ＰＡ　WTK２４８１９

ＰＡ　WTK２９３１９   

竹中　ＭＳ－60   

自動スイッチ操作ユニット　　自動・連続・切 ＰＡ　ＷＴＣ５８２２W

同等品

〃

〃

〃

〃

〃

〃

W

押ボタンスイッチ　　Ａ接点　屋外型 ＰＡ　ＥＧ４１Ｋ

Ｓ WS 熱線センサ付自動スイッチ　屋外子機

熱線センサ付自動スイッチ　天井埋込型（換気連動）

○

○

○

○

○
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電気設備特記仕様書（２）凡例
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6

●機器材料メーカー　－覧表

合成樹脂管

同上附属品

金　属　管

品　　　名 　　指定製造，製作会社（順不同及び（株）を省略）同等品以上

住友鋼管，松下電工，日鉄鋼管，丸一鋼管

同上４社およびニチア，摂陽工業，ネグロス電工

三菱樹脂，クボタシーアイ，積水化学工業，未来工業，

日動電工(VE,VP)同上附属品

合成樹脂管

カナフレックス，日動電工

古河電気工業，松下電工，未来工業，住友鋼管，東拓工業，

(PF,CD)同上付属品

波付硬質管 古河電気工業，東拓工業，カナフレックス，クボタシーアイ，

タイガースポリマー，積水化学工業，ダイカポリマー(FEP)同上付属品

同軸ケーブル

高圧開閉器

（ＡＳ，ＧＳ）

高圧機器

高圧，低圧

変圧器

コンデンサ

リアクトル

電線（ＩE）

ケーブル

（ＣE，ＣEＴ）

ケーブル

（EEF，EER）

耐火電線

（ＦＰ）

弱電ケーブル

照明器具類

配線器具類

端子盤

電灯分電盤

動力制御盤

高圧，低圧盤

松下電工，因幡電機、内外電機、日進電機

松下電工，東芝ライテック，神保電器，寺田電機製作所

松下電工，東芝ライテック，三菱電機

昭和電線電纜

住電日立ケーブル，古河電気工業，フジクラ･ダイヤケーブル，

富士電線，日本電線工業

電線ｹｰﾌﾞﾙﾒｰｶｰ４社及び華陽電線，沖電線，カナレ電気，

弥栄電線，日本電線工業

電線ｹｰﾌﾞﾙﾒｰｶｰ４社及びカワイ電線，住友電工産業電線，

住電日立ケーブル，古河電気工業

三菱電機，日立製作所，富士電機機器制御，日本高圧電気，

戸上電機製作所，エナジーサポート

三菱電機，富士電機機器制御，日立製作所，東芝，明電舎，

三菱電機，富士電機システムズ，日立製作所，東芝，明電舎，

ダイヘン

指月電機製作所

三菱電機，日立製作所，東芝，明電舎，ニチコン，

配線用遮断器 三菱電機，日立製作所，東芝，富士電機機器制御，松下電工，

寺崎電気産業

同上付属品

金属線ぴ

松下電工，未来工業，日動電工

プルボックス

同上付属品

合成樹脂線ぴ

放送機器

(錆止め除く。)

インターホン

ニチア，摂陽工業，八州電工

パナソニック，ユニペックス，ＴＯＡ

松下電工，アイホン

電気時計

テレビ機器

ＣＡＴＶ

ハンドホール

松下電工，ＴＩＣシチズン，セイコータイムシステム，

八木アンテナ，ＤＸアンテナ，ホーチキ

能美防災，松下電工，ホーチキ防災機器

ケイコン，アートコンクリート工業，立基建材工業，

インテック

福西鋳物，北勢工業，カネソウ，長谷川鋳工所ハンドホール蓋

トイレ呼出 アイホン

松下電工，ネグロス電工，外山電気

情報ＨＵＢ アライドテレシス

品　　　名 品　　　名　　指定製造，製作会社（順不同及び（株）を省略）同等品以上 　　指定製造，製作会社（順不同及び（株）を省略）同等品以上

防犯機器 竹中エンジニアリング,　松下電工
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電灯動力盤結線図
照明器具、弱電機器姿図

10002

ＭCＢ３Ｐ
５０ＡＦ３０ＡＴ

女子・男子便所、男子更衣室

回路番号負荷名称 負荷容量（ＶＡ） 回路番号 負荷名称負荷容量（ＶＡ）

６６０

３００

１００

１００

７００

男子・女子更衣室

シャワー電磁弁

予備ドアホン・時計

男子・女子便所

ろ過機械室・プールサイド

ろ過機械室・女子更衣室

差込

電灯電灯

差込電源 －－－

※分岐ブレーカーはＪＩＳ協約形１Ｐサイズとする。

分岐開閉器 ＭＣＢ２Ｐ１Ｅ３０ＡＦ２０ＡＴ　（１００Ｖ）×　２

ＥＬＢ２Ｐ１Ｅ３０ＡＦ２０ＡＴ　（１００Ｖ）×　６

ＭＣ２Ｐ１５Ａ 　（１００Ｖ）×　１

　　〃　　

１φ３Ｗ２００／１００Ｖ

ろ過制御盤

3.9ｋW

ＥＬＢ3Ｐ
５０ＡＦ５０ＡＴ

RL

101 102

301 302

303 304

305 306

人感センサー（検知方向型） ＭＳ-60同等品　A321

取付部材（ＢＣＷ-401+ＢＷ-14）共

Ｓ
Ｓ 屋外型　

※シャワー用

B321

C321

D151

ｄｔ

※職員室に設置

照明器具姿図 電灯動力盤　　ＬＭ-Ｐ-１ 鋼板製屋内壁掛型

３φ３Ｗ２００Ｖ

差込差込

差込

２００３００

ＭＣ

ＴＯＴＡＬ：２３６０ＶＡ

6
0

0

125500

※寸法・姿図は参考とする。

ＭＣ ＲＬＴＳ ＴＳ1 2

ＴＳ1 ＴＳ2

ＭＣ

自動・手動・切

人感センサー

現地
ＰＢ

現地
ＰＢ

人感センサー

304

0～5分0～5分

6

ＦＨＦ３２Ｗ×１　スーパースリム

ＦＳＳ８ＭＰＡ－３２１ＰＨＦＨＦ３２Ｗ×１　笠なし

ＥＦＤ１５Ｗ×１　ブラケット

ＦＲＳ２７ＭＰＢ－３２１ＰＨＦＨＦ３２Ｗ×１　埋込下面開放

7077

1
7

1

定格
待受時：DC約５V

消費電流 待受時：DC約２mA、動作時：DC約180mA

質量 約220g

動作時：DC約20V（カラーモニター親機より供給）

VL-V565-K同等品

外観色調

取付寸法

ブラック

露出型/ JIS1コ用スイッチボックス(カバー付)に適合2.4ＧＨｚ　周波数ホッピング方式

3.5型　ＩＰＳ-ＴＦＴカラー液晶ディスプレイ

約500ｇ

待受時：約1.4Ｗ　　動作時：約11Ｗ

ＡＣ100Ｖ（50/60Ｈｚ）

質量

無線通信方式

画面表示

消費電力

定格

VL-MW230X同等品

VL-W605同等品

充電時：約2.9W

〈充電台〉〈ワイヤレスモニター子機〉

消費電力

DC8.5V/270mA

ACアダプター

AC100V (50Hz/60Hz)
DC3.6V / 650mAh

待受時：約1.2W

約115g (スタンド含む)

約100m（見通し距離）使用可能距離

2.4GHz　周波数ホッピング方式

約７時間

無線通信方式

充電時間

1.8・TNカラー液晶ディスプレイ画面表示

約175g （電池パック含む）質量

専用ニッケル・水素蓄電池
定格

ワイヤレスモニター子機

ワイヤレスモニター親機 ドアホン子機

パルス発信器

水晶発振周波数

サマータイム

出力信号

入力電源

精　度

ケース

DC24V 30秒有極信号　2回路（60mA）

ABS樹脂　アイボリー色

AC100V 50‡0Hz

手動式

週差±0.7秒以内

4194.304kHz

停電時動作時間 30時間以上

φ600壁掛型子時計

文　字

ガラス

機　体

指　針

ケース

文字板

透明 3t

DC24V 有極30秒運針

鋼板製（防雨型）クリーム色

黒色印刷

アルミ 黒色

アルミ 白色
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幹線コンセント・弱電設備平面図
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Ｎ

植込

UP

植込植込

1,825
200220

3,230 25,0002001,3501,500

2
,9

5
0

2
0
0

8
,5

0
0

2
,0

0
0

2
0
0

1
,5

0
0

シャワー

男子更衣室
男子便所 女子便所 女子更衣室

物置場
通路

2
項

道
路

中
心

線

2
項

道
路

中
心

線

隣
地

境
界

線

日除け
テント

ス
ロ

ー
プ

濾過
機械室

6,000 2,750 2,750 4,250 4,000

19,750

1
,8

5
0

4
,1

5
06

,0
0
0

2
,0

0
0

31,825

UP

UP

洗
眼

流
し

倉庫

X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y1

Y2

Y3

5,000 20,000

既設ＣＶＳＺＶ22sq-3C　　　

既設ＣＶＳＺＶ14sq-3C　　　

プール動力　　　

プール電灯　　　

地中埋設配線

H1-6（R２K-60）

LM-P-1

コンプレッサー

ろ過ポンプ　

2EETWP 2EETWP

2EET

2EET

2EET

2EET

2EET

ＳＶ

Ｓ Ｓ

301

302

303

304W W

自動洗浄用

自動洗浄用自動洗浄用

自動洗浄用

シャワー電磁弁（機械設備）

3φ200V3.7kW

3φ200V0.2kW

ろ過機操作盤（機械設備）

EM-ＩＥ5.5sq×3E5.5sq（２５）

既設配線モールドジョイント

EM-CE22sq-3C　　　

EM-CE14sq-3C　　　

プール動力　　　

プール電灯　　　

（FEP40）　　

（FEP40）　　

GL-600以上

ED ED(ELB)

EM-ＩE5.5sq×2（ＶＥ22）

至る体育館屋内キュービクル

ＥＭ-ＩＥ2.0×2Ｅ2.0（ＰＦ16） 天井隠ぺい

床下隠ぺいＥＭ-ＩＥ2.0×2Ｅ2.0（ＰＦ16）

（注記）記載なき配管配線は下記による。

ｄ

ｔ

ＥＭ-ＡＥ1.2-2Ｃ（ＰＦ16）ドアホン

ＥＭ-ＡＥ1.2-2Ｃ（ＰＦ16）電気時計

305

８
７

０

６
０

０

２
３

０
５

３
０ ６

０
０

８
６

０

１
０

０

１
０

０

６００

７２０

９２０

電気

鋳鉄蓋　φ６００　中荷重防水（Ｒ２Ｋ－６０）

砕石　Ｃ－４０

ベース部材

鉄蓋部材

ハンドホール参考詳細図（ＴＹＰＥ　Ｈ１－６）

ＧＬ



1
3
,8

5
0

隣地境界線

隣
地

境
界

線

大阪市北区西天満５丁目１０番１４号　　

／０３・３３５５・５８３６■東京　　

■大阪　　

一級建築士登録　　第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺

日　　付

初完

改訂１

改訂２

変更事項 設計番号

図名

E

／０６・６３６４・５８３６

東京都新宿区南元町１９番地　　

１ 5
100

多賀小学校プール改築工事

電灯設備平面図

10002

Ｎ

植込

UP

植込植込

1,825
200220

3,230 25,000200 1,3501,500

2,
95

0
20

0
8,

50
0

2,
00

0

20
0

1,
50

0

シャワー

男子更衣室

男子
便所

女子
便所

女子更衣室

物置場

通路

2
項

道
路

中
心

線

2
項

道
路

中
心

線

隣
地

境
界

線

日除け

テント

ス
ロ

ー
プ

濾過機械室

6,000 2,750 2,750 4,250 4,000

19,750

1,
85

0
4,

15
0

6,
00

0

2,
00

0

31,825

UP

UP

洗
眼

流
し

倉庫

X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y1

Y2

Y3

5,000 20,000

ＥＭ-ＩＥ1.6×2 天井隠ぺい

　　〃

（注記）記載なき配管配線は下記による。

Ｔ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｆ Ｆ

Ｓ

ＬＫ ＬＫ

ＳＬＳＬ

ＬＫ

101

102

3

3

3

3
3

3

Ｍ Ｍ

Ｆ

Ｆ

ＷＳ

ＷＭ

Ａ321×4Ｃ321×4Ｃ321×4

Ｂ321×２ Ｂ321×２

Ｄ151×２

（ＰＦ16）

ＥＭ-ＩＥ1.6×3 （ＰＦ16）

ＥＭ-ＩＥ1.6×4 （ＰＦ16）

ＥＭ-ＩＥ1.6×5 （ＰＦ22）

（ＰＦ16）

ＥＭ-ＩＥ1.6×3Ｅ1.6

ＥＭ-ＩＥ1.6×2Ｅ1.6

ＥＭ-ＩＥ1.6×4Ｅ1.6

ＥＭ-ＩＥ1.6×5Ｅ1.6

（ＰＦ16）

（ＰＦ22）

（ＰＦ22）

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

ＥＭ-ＩＥ2.0×2Ｅ2.0 （ＰＦ16） 　　〃

ＬＭ-Ｐ-1

ＥＭ-ＥＥＦ1.6-2C

ＥＭ-ＥＥＦ1.6-3C

ＥＭ-ＥＥＦ1.6-2C×2

ＥＭ-ＥＥＦ1.6-2C+3C

ＥＭ-ＥＥＦ1.6-3C×2

ＥＭ-ＥＥＦ1.6-3C[1Ｃ-Ｅ]

　　〃

天井内隠ぺい

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

※ケーブル配線の壁立下りはＰＦ管にて保護すること。

6



大阪市北区西天満５丁目１０番１４号　　

／０３・３３５５・５８３６■東京　　

■大阪　　

一級建築士登録　　第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺

日　　付

初完

改訂１

改訂２

変更事項 設計番号

図名

E

／０６・６３６４・５８３６

東京都新宿区南元町１９番地　　

１
100

多賀小学校プール改築工事

電気設備撤去平面図

10002

Ｍ

Ｅ

Ｓ

ろ過ポンプ3φ200V3.7ｋW

撤去2.0×3E2.0（25）

FL20W×1　直付

ＩＬ100Ｗ投光器

立上り露出配管配線撤去
1.6×3（19）

既設ケーブル撤去再使用

ＣＶＳＺＶ22sq-3C　　　

ＣＶＳＺＶ14sq-3C　　　

プール動力　　　

プール電灯　　　

ＣＶＳＺＶ22sq-3C　　　

ＣＶＳＺＶ14sq-3C　　　

プール動力　　　

プール電灯　　　

ＣＶＳＺＶ22sq-3C　　　

ＣＶＳＺＶ14sq-3C　　　 プール電灯　　　

プール動力　　　

壁面露出配線撤去

地中埋設配線撤去

地中埋設配線

新設ハンドホール設置（幹線設備図参照）

ＣＶＳＺＶ22sq-3C　　　

ＣＶＳＺＶ14sq-3C　　　

地中埋設配線撤去

プール電灯　　　

プール動力　　　

1.6（１９）1.6（１９）

[動力盤] 制御回路　ろ過ポンプ3.7ｋW×1

[開閉器盤] CKS3P１00A

CKS3P   60A

MCB3P   50A

SC3φ50μF

×1

×2

×1

×1

[開閉器] CKS3P   60A ×1

CKS3P   30A ×1

MCB3P 100A ×1

MCB3P   50A ×1

[開閉器]

[開閉器]

[開閉器]

Ｅ

Ｓ

撤去

撤去

撤去

6
6



１／１４

リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

硬質塩化ビニル耐火二層管（ＶＰ）

リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

直だき吸収冷温水機空冷式チリングユニット ガスエンジン式パッケージ形空気調和機

特別収蔵庫・企画展示室

5 4

5 5

2 . 2

3 5 . 1

屋 外

新 設

新 設

新 設

新 設

プール及び付属棟 1S

多賀小学校 プール改築工事に伴う機械設備工事

当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲す

その他の管を土中埋設する場合は、山砂等で管の周囲を埋め戻した後、掘削土の中の

る箇所は、いずれかを使用する。但し、給水管，排水管で、床下、暗渠内、屋外露出及び

湿度（ＲＨ）

電子納品要領（案）（平成１４年１１月改訂版）による電子媒体を提出する。ただし、電子納品の

１．図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工

建 物 名

使

散

の

規

（２） 工事種目に電気工事及び建築工事を含む場合、その仕様書は当該図面による。

（１） 項目及び特記事項は、 印がついたものを本工事に適用する。ただし 印のない場合は※印を適用する。

（３） 本工事の施工業者は、原則として当該地方自治体の公認業者とする。

及

管

全

他

処

一

般

事

項

ん

の

・足 場

手

官 公 署 そ

続

さ

の材生発

工電 気 作 物

安気電及び 保

安保

境

安

質品

環及

技

び

施 工 中 の

能

の

の

仮

力

等工 法

用

そ

工 事

用工 事 電

の料材築建 等

放物質化学 を

査等の機材 検

２．特記仕様

項章

５．工 期

換

排

給

衛

自

消

給

排

浄

ガ

撤

厨

３．建物概要

４．工事種目

１．工事場所

空

また、この者は標準仕様書に規定する電気保安技術者を兼務することができる。

配管（配管工事） 建築板金（ダクト製作及び取付け）

工事の施工に必要な官公署その他への手続きは、標準仕様書第１編１．１．３の当該事項による。

「国土交通省近畿地方整備局営繕工事事業用電気工作物保安規程」を（※適用 準用）し、同

※設けない 設ける（規模： ｍ 程度）

別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

引き渡しを要するもの なし あり（機器類・金属類等）

構内指示の場所に敷きならし 構内指示の場所にたい積

構外搬出適切処理（処分地： ）

特別管理産業廃棄物 なし あり（ ）

冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付及び整備）

※事業用電気工作物 一般用電気工作物

第１１条に定める電気保安技術者をおくものとする。

熱絶縁施工（保温工事）

構内につくることが ※できる できない

類橋

き

へ の

等理

種 類

術者技

程

理

全

士

保

確 保

案提

他

物設

水・

２

湿度（ＲＨ）

ダクト及びチャンバー、消音エルボの内貼り（箇所図示）は次による。

ロ）鉛直震度は、水平震度の１／２とする。

１） 消音内貼り部分の外部保温は ※不要 要

２） チャンバーの寸法は、外形寸法を示す。

（但し、ダクト及び消音エルボは、内形寸法を示す。）

３） 点検口は内貼り仕様又は断熱戸とする。

外壁に面するガラリ等に直接取付けるチャンバー類に必要に応じ設ける。

防火区画部に取り付ける吹出口、吸込口等で取付枠を必要とするものは鋼枠を使用する。

屋外設置機器のアンカーボルトのナット部分には、合成樹脂製キャップを冠せる。

機械室に操作順序、注意事項、連絡先及び系統図などを 掲示板を設ける。

（ ）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

割込み工法 直付け工法

コーナーボルト工法

全空気方式（ 中央 各階ユニット）

法岐 方ダ 分ト のク

温

熱要主

の設 計 時

トダ ク

トダ ク

器機源

件湿 度 条

別の 種

法の 工

防煙ダンパー及び防火

み

ン

合

付

示

ダ防 煙

消 音

た

ド

わ

レ

ー

用

ア ン

ナッ

カ

ト

取

火防

掲

と他 工 事

天 井 仕

キ ャ

ーン パ

内 貼

手

き

継

抜

の

製

ル

成樹

ト

脂

枠

ボ

画

板

区

い取 合

上 区 分

の

ッ プ

屋

温度（ＤＢ）

アングルフランジ工法

期

所

時

場

期

期冬

夏

空気調和

℃

℃

個別方式

平面階 図示

工事区分表による。

手動復帰式

記入した

湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）

外

％

％

室般一

℃

℃

温度（ＤＢ）

％

％

℃

℃

総 合 調 整

（但し、下記に指定する部分の工事については平成 年 月 日完成）

検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書による。

限制用

せさ

試験び

特目 記

構 造

契約締結の翌日から、平成 年 月 日まで

備

備

備

備

備

備

備

備

備

備

事

備

設

設

気

煙

設

具 設

御 設

設

設

設

設

設

工

器 設

水

器

制

生

動

火

湯

水

化

ス

去

房 機

槽

備和 設調気

階 数

事

共

通

適

用

項

目

項

2 備 考

仕様書

水道直結部及び図面特記部の耐圧はＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ、その他はＪＩＳ又はＪＶ５Ｋとする。

鋼管用伸縮管継手は下記による。

適用する（ 放射線透過検査 浸透探傷検査又は磁粉探傷検査）

○ビーズ法ポリスチレンフォームに準ずるもの

土中埋設の排水用塩ビライニング鋼管は、防食処置を行う。

エポキシ樹脂コーティング及びライニングの乾燥方法は次による。

※加熱乾燥 常温乾燥

ＰＦ管で配管する場合は、ボックスを使用する。

機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

但し、電動機の出力、燃料消費量及び圧力損失は表示された数値以下とする。

はつり及び穴開けを行う場合は、改修標準仕様書第２編第４章の当該事項による。

１） 耐震措置の計算及び施工方法について、標準仕様書、標準図及び、図面に記載なきものは、

国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修の「建築設備耐震設計・

確認し、監督職員の承諾を受ける。

柱及び梁以外の箇所で、開口補強が不要、かつ、スリーブ径が２００φ以下の部分に使用する場合

は、紙製仮枠を使用してもよい。その場合は、変形防止の措置を講じ、かつ配管施工前に仮枠を必

１） ロックウール保温材、グラスウール保温材及びポリスチレンフォーム保温材が併記されてい

３） 車庫・機械室に露出の保温を施さないダクト及び配管の塗装は ※行わない 行う

浴室、厨房等の多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材とする。

２） 車庫に露出のダクト及び配管の保温は、機械室による。

４） 合成樹脂製支持受 ※硬質ウレタンフォームに準ずるもの

※不要 要（監督職員の指示による）

風量調整（測定共） 水量調整（測定共）

ニ

び

つ

キエ ポ

及

ー

ラ

電 線

イ

ッ

等

ボ

容 量

リス

材鋼

は

震耐

コ テ ィ

脂シ 樹

グ

管

ン

電 線

ス

示

ク

の 表

ブー

事

り

工

置措

ン グ 及 び

土中埋設管の埋戻し土

標

接

の

溶

管

通

ダ ク

び

区 画

配 管 ･

及

貫

用

設

示表

中地 埋

及保 温

合

合

接

接

理

り

持

の

ト の

支

処

吊

部

プ

設

ーテ

び及 埋

装塗び

イ）設計用水平震度

上層階・屋上・塔屋

ず取り除く。

また、溶接部の非破壊検査は

※適用しない。

良質土を使用する。

管

調気空

排 煙

気換

配 管

一

伸 縮

管異 種

般

成完

備設和

備

備

設

設

材 料

用

手継

合の 接

弁

真写

事工 真写

るものとする。

※ベローズ形 スリーブ形

室内気流及びじんあいの測定

室内外空気の温湿度測定

風量調整（測定共）

室内気流及びじんあいの測定

風量調整（測定共）

騒音の測定

騒音の測定

騒音の測定

建設大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方（改訂第２版）建築設備編によるほか、監督職員

対象とする電子データの範囲及び作成部数は監督職員の指示による。

３） 屋外汚水・雑排水管 リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

屋外露出管の保温を ※施工しない 施工する（給水管の保温仕様に準ずる）

屋内消火栓 スプリンクラー 泡消火 不活性ガス消火（窒素消火）

連結送水管 連結散水 フード等用簡易自動消火装置 屋外消火栓

消火用呼水タンクの保温を ※施工しない 施工する（膨張タンクによる）

２） 地中配管（屋内及び屋外） ※外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

消火用充水タンクの保温を ※施工する（膨張タンクによる） 施工しない

１） 一般配管 配管用炭素鋼管（白） 圧力配管用炭素鋼鋼管（白）

屋内消火栓箱には、消火ポンプ運転表示灯取付口を設ける。

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

２） 雑排水 直放流下水管 浄化槽 別途桝（建築工事）

汚水・雑排水と雨水 ［屋外］ 分流式 合流式

汚水と雑排水 ［屋内］ 分流式 合流式

硬質塩化ビニル耐火二層管（ＶＰ）

温 ・多湿箇所のダクトの保温 ※不要 ○要保

換

気

設

備

４） ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管配線は別途（電気

３） 復帰装置 手元復帰式（ 手動式 電気式） 遠方復帰式

２） 排煙口の開放 手動 （ 機械式 電気式） 煙感知器連動

１） 一般配管 耐衝撃性硬質塩化ビニール管（ＨＩＶＰ）

水道用ポリエチレン二層管（※２種 １種）（呼び径５０以下）、水道配水用

［屋内］ 耐衝撃性硬質塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 管（ＨＩＶＰ）

配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）ＪＩＳ Ｇ ３４５９

※アングルフランジ工法

廊下 事務室 図示 最大面積 ｍ

・厨房用外気取入ダクトの保温 ※不要 ○要

・外気取入チャンバーの保温 ※不要 ●要

２） 地中配管

合成樹脂製 （７０×７０×１３００Ｈ）

特記なき場合水栓の取付け高さは約６００とする。

水道直結方式 高置タンク方式 圧力タンク方式 ポンプ直送方式

床下及び暗渠内の保温 ※不要 要（図示）

２） 構内車両通路 ※６００ｍｍ

不要 要（ 本工事 別途工事）

１） 一般敷地 ※３００ｍｍ

工事）とする。

水

管

入

（図面特記部分は除く）

給

水

設

備

％

％

の

配

水

加

管

排

煙

設

備

煙

ク

ク

ク

排

ダ

ダ

排

ダ

保

給

料材

柱栓

等金

設埋 深 さ

分

別

部

種

象対

ト の

料

口

材のト

煙

工 法ト の

温

式方

ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ、ＳＧＰ－ＦＰＤ）

２

設けない 設ける（電源はボイラー制御盤より取出し、配管配線共本工事に含む）

コーナーボルト工法

ロ）［屋外］ ※ステンレス鋼板 カラー亜鉛鉄板 アルミニウム板

ステンレス鋼板製）

１）排気フードの補強、支持金物、接合剤等は、亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるものと

９） 冷却水配管は、保温（防露）を行い、仕様は温水管の項による。

４） エアー抜き管の保温厚は２０ｍｍとし、仕様は当該配管の項に準ずる。又、保温を行う範囲

イ）［屋内］ ※カラー亜鉛鉄板 ステンレス鋼板 アルミニウム板

２） ファンコイルユニット等のドレン管の保温は、給排水設備工事の排水管による。

ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

３） 蒸気給気管 ※配管用炭素鋼管（黒） 圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

９） パッケージ形空気調和機の２次側配管配線の仕様は製造者の標準仕様とする。

７） 空調用排水管

［屋内］ 隠ぺい部 ※不要 要

１） 冷媒管の保温外装は次による。

標準仕様書の当該事項による。ただし、次の部分は本仕様とする。

煙道に８０φ以上のフランジ付きの検査口を設ける。

※ファン付き ファンなし

４５０ｍｍ以下

ダクトの長辺

７） 膨張管・補給水管の保温は冷温水管に準ずる。

アングルフランジ工法

厨房排気ダクトは亜鉛鉄板製とし、板厚は次による。

排気用ダクト 割込み方式 直付け方式

※低圧ダクト 高圧１ダクト 高圧２ダクト

給気用ダクト 割込み方式 直付け方式

８） 保温を施す膨張タンク等のふたの保温は ※要 不要とする。

はエアー抜き弁までとする。

保温化粧ケースの下部カバーは 要 不要 とする。

６） トラフ内の油管はプラスチックテープ ／ 重ね１回巻きとする。

５） 加湿用給水タンクの保温は膨張タンクに準ずる。

３） 弁・ストレーナなどの金属製カバー外装種別は、次による。

し、材質は次による。

１８００ｍｍを超えるもの

１２００ｍｍを超え１８００ｍｍ以下

３）グリースフィルターの予備 ※不要 要

※本工事 別途工事

２）排気フード廻りに取付ける幕板は、上記フードと同材質とする。

※ステンレス鋼板（補強共） 亜鉛鉄板

４５０ｍｍを超え１２００ｍｍ以下

［屋外］ ステンレス鋼板

２） 冷却水管 ※配管用炭素鋼管（白） 塩ビライニング鋼管

６） 空調用給水管

温度計は次による。

４） 蒸気還管 ※圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

５） 油管 一般配管 ※配管用炭素鋼管（黒）［トラフ内共］

※工業用バイメタル式温度計

ガラス製棒状温度計 ガラス製二重管温度計

８） 冷媒管 銅管 鋼管 断熱材被覆銅管
空

気

調

和

設

備

じ

ト

気

（図面特記部分は除く）

消音ボックス付送風機

ク

ク

排房

ク

気

ダ

ダ

ダ

厨

排

い

板

温

い

ば

鋼

保

ば

別

法

種

工

のト

のト

法

厚

方岐

の板

分の

クダ ト

ドーフ

計度

煙 道

濃煙

製

装塗び及

量ん 定測 口

管

（図面特記部分は除く）

温

配

度 計

料材

露出部 ※保温化粧ケース（塩化ビニル樹脂製）

板厚

２
１

※配管用炭素鋼管（白） 耐熱性塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

地中配管（屋内及び屋外）※ポリエチレン被覆鋼管

種

（図面特記部分は除く）

（図面特記部分は除く）

消
火
設
備

排

水

設

備

消

表

配

保

負

煙

配

濾 過

満

保

の備設火

示

材管

担

試

管 材

方

継験試水

排

放

配

水 方

流

管 材

５） 鋼管類のポンプアップ排水用の配管

不要 要（ 本工事 別途工事）

※要（図示位置に取付ける） 不要

２） 屋内雑排水管

１） 汚水 直放流下水管 浄化槽

※不要 要

類

灯

料

温

金

験

料

式

手

温

式

先

料

事編）（平成１９年版）」（以下、「標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成

１９年版）」（以下、「標準図」という。）による。

印をつけたものを適用し、各一式とする。

濾
過
循
環
設
備

無し

４） 通気管 配管用炭素鋼管（白）

リサイクル三層硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＳ－ＶＵ）

リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

防配埋設 管の 処食 理

機 器 種 別

機 器

特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

２．０ １．５ １．５ １．０

防振設置機器 ２．０ ２．０２．０ １．５

１．０１．５１．５２．０

中 間 階 １．０１．５１．５防振設置機器 １．５

１．５ １．０１．０ ０．６

機 器 １．５ １．０１．０ ０．６

地 階 ・ １ 階

機 器

防振設置機器

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

０．６

１．０

１．０

０．４

０．６

０．６

本工事に使用する設備材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の

（１）から（５）を満たすものとする。

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボ

ード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散

させないか、放散が極めて少ないものとする。

（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて

少ないものとする。

（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発

性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が

極めて少ないものとする。

（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その

他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒド

の放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用

する。ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

また、「ホルムアルデヒドの放散量」は次のとおりとする。

ホルムアルデヒドの放散量

１ ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

２ 建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

３ 下記表示のあるＪＡＳ規格品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

させない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

させない塗料使用

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

させない塗料等使用

１ ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

２ 建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

３ 旧ＪＩＳのＥ 規格品

４ 旧ＪＡＳのＦｃ 規格品０

０

規 制 対 象 外

第 三 種

該当する建築材料

等成 図完

方主 式

１） 屋内汚水管 硬質塩化ビニル耐火二層管（ＶＰ）

章 項 目 特 記 事 項 章 項 特目 記 事 項 章 項 特目 記 事 項

一

般

事

項

電 デ子 のター 出提 等

総合技術監理部門（選択科目を「流体工学」、「熱工学」又は上下水道部門若しくは衛生

工学部門に係るものとするものに限る。）及び「技術士法施行規則の一部を改正する省令

目を「流体工学」、「熱工学」とするものに限る。）、上下水道部門又は衛生工学部門又は

（イ）技術検定のうち１級又は２級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。

次に掲げる資格を有する者を主任技術者等とし、資格について証明する資料を監督職員に提出して

（ロ）技術士法（昭和５８年法律第２５号）による第二次試験のうち技術部門を機械部門（選択科

ち１級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。

（イ）建設業法（昭和２４年法律第１００号）による技術検定（以下「技術検定」という。）のう

主任技術者等とは、契約書に規定する主任技術者又は監理技術者をいう。

資格の区分

（ロ）「資格の区分 」の（ロ）に掲げる者。

資格の区分

承諾を受ける。

技任主 格資等者術 の

１０）全熱交換器の外気取入ダクトには保温を行う。（図示による）

２．敷地面積 m 2

の指示による。ただし、画像データの編集はファイル名のみとする。

等権著 作

分処の生 土設建 発

施工指針（２００５年度版）」による。

上層階・中間階の定義は次の通りとする。

上層階：２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は

上層３階、１３階建以上の場合は上層４階

重要機器は、下記に示すものとする。

中間階：地下階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

指定部分

設 備 機 材 等

機材の承諾に際しては、原則として機械設備工事承諾図様式集によるものとする。諾承機 の材

空

気

調

和

設

備

ポリエチレン管（ＪＷＷＡ Ｋ １４４（継手は電気融着式とする））

現況状態を調査すること。

市が提示する公共工事における環境配慮計画書に沿った施工計画書を作成すること。

現場発生材の再利用、再資源化に努めること。

建設工事に係る再資源化に関する法律その他関係法令を遵守し、環境の保全に努めること。

工事に使用する建設機械は環境負荷の少ない低騒音、低振動、排ガス対策型建設機械を使用すること。

元請業者は建設廃棄物を自らの責任において適正に処理すること。

運搬は産業廃棄物収集運搬業者等と、処分は産業廃棄物処分業者等とそれぞれ個別に直接契約すること。

建設廃業物の搬出に当たっては、産業廃棄物管理表（マニフェスト）を交付し、適正に管理すること。

使用機材等の図書は、現場代理人が内容を十分検討した上で工期に間に合う時期に決定できるよう承諾図として提出すること。

残土処分は建築工事に含む。

施工後、温度測定、通水試験等の各測定を実施し、報告書を提出すること。

施工後、機器の動作状況を確認すること。

現場確認の上、施工図を提出し承諾を受けた上、施工すること。

露出配管は指定色塗装すること。

各種取付位置、高さ等の詳細は打合せすること。

工事中に発生した公害及び近隣からの苦情に対しては施工者の責任において解決すること。

工事上、ほかに損害を与えた場合の補償、補修は施工者の責任とする。

予備品は指定場所に搬入すること。

工事の施工に伴う災害及び公害の防止は、関係法令等に従い適切に処理すること。

別工事との工事取り合いがあるため十分な打合せをすること。

2 6

2 2

5 0

4 0

2 0

2 0

5 5

5 5

（平成１５年文部科学省令第３６号）」による改正前の機械部門（選択科目を「流体機械」、

部門に係るものとするものに限る。）とし、それに合格した者。

理部門（選択科目を「流体機械」、「暖冷房及び冷凍機械」又は水道部門若しくは衛生工学

「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学部門又は総合技術監

に関する法律」による特定調達物品を示す。

３） 安定的な供給が可能であること。

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとする。但し

また図中「グリーン購入法適合品」と記載のあるものは、国等による「環境物品等の調達の推進等

５） 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

４） 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を所得していること。

６） 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

１） 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２） 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

別表１に示す設備機材等の製造者等は次の１）から６）の事項を満たすものとし、証明となる資料

又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

る

衛
生
器
具

設

備

付取 さ高 １）洗面器、手洗器の取付高さ（床面より前縁上端まで）は次による。

排
水
設
備

申請届出に要する一切の費用は請負者の負担とする。

作成する 作成しない

１） 完成図 提出部数 ３部（Ａ１白焼き製本）

２） 完成図 提出部数 １部（Ａ１版原図白焼き・二つ折ファイル入り）

３） 完成図 提出部数 ２部（電子媒体（ＪＷＷ・ＤＸＦ形式ＣＤ－Ｒ））

４） 完成図 提出部数 ３部（Ａ３版縮小白焼き・二つ折黒表紙金文字入り製本）

５） 施工計画書

６） 施工図

７） 保全に関する資料

（空冷式チリングユニット、冷水ポンプ、温水ポンプ、空気調和機ＡＣ－１，２，３）

務 所員督監 職 事

リサイクル発泡三層硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）４０Ａ以上

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）（１５０Ａ以上はゴム輪受口）

ビニル管（ＨＩＶＰ）

別表２

章

付
属
品
・
予
備
品

浄化槽用工具 ポンププライヤー ボンテン（大、小） パイプレンチ

ガラリ操作用ハンドル 鍵（盤他、名札付） 掃除口開閉金物

イージーキャビネット １箱 キーボックス マンホールフック（種類毎）

ウォールキャビネット（Ｗ＝ Ｄ＝ Ｈ＝ ）× 個

盤類予備品（ランプ及びヒューズの１００％）

予備フィルター１００％

項事記特

章

そ

の

他

図面の型番は全て参考型番とする。

工事着工までに設計図面を６部製本し監督員に提出すること。

足場は建築工事に含む。

本工事に伴う掘削・埋戻しは本工事に含む。

梱包材等の処分は本工事に含む。

外部支持金物はＳＵＳとする。（外部のうち屋上設備スペース架台は図示による）

地下ピット内部支持金物はＳＵＳとする。

水道工事は、本市給水条例及び関連規定の定めによる。

特 記 事 項

ステンレス鋼板製パネルタンク（ボルト組立形）

ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形）

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用・給湯用）

水中モーターポンプ（汚水用、雑排水用、汚物用）

エアフィルター（パネル形、折込み形、袋形）

厨房機器

鋳鉄製ふた

消火装置

タンク

衛生器具ユニット

自動制御

ダクト付属品

ポンプ類

送風機類

全熱交換器

空気清浄装置

空気調和機

温水発生機

濾過機

冷凍機

冷却塔

弁及び継手

品目

厨房システム

マンホールふた・弁桝ふた

泡消火システム

不活性ガス消火システム

スプリンクラー消火システム

遠心送風機（多翼形送風機）

ＦＲＰ製パネルタンク

衛生器具ユニット

自動制御システム

風量ユニット（定風量、変風量）

吹出口・吸込口

立形遠心ポンプ

横形遠心ポンプ

消音ボックス付送風機

軸流送風機

斜流送風機

カセット形ファンコイルユニット

全熱交換ユニット

全熱交換器（回転形、静止形）

電気集じん器

自動巻取形エアフィルター

ガスエンジン式パッケージ形空気調和機

コンパクト形空気調和機

パッケージ形空気調和機（電動式）

ファンコイルユニット及び

ユニット形空気調和機

伸縮管継手（ベローズ、スリーブ形）

冷却塔

遠心冷凍機

小形吸収冷温水機ユニット

直だき吸収冷温水機

チリングユニット

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

珪藻土濾過方式

減圧弁・温度調整弁

細目 適用範囲

ビニル管（ＨＩＶＰ）

５） 識別表示を行うこと。

共通仕様書によるほか、別表２による。品予 備付 び品 及属

天吊機器は振れ止め施工を行うこと。

省エネ法、建設リサイクル法に基づき、申請を行うこと。

１０）塩ビライニング鋼管で、ねじ接合する場合の継手は管端防食継手とする。

土掘削の深さが１．５ｍ以上となる場合は、土留矢板をすること。

プール及び付属棟

新 設

新 設

［屋外］ 耐衝撃性硬質塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 管（ＨＩＶＰ）

［屋内・ピット内］ 耐衝撃性硬質塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 管（ＨＩＶＰ）

２） 循環ろ過配管の保温は、標準仕様書第２編３ . １．５の表２，３，５の給水管に準ずる。

保 温 １） 標準仕様書第２編３ . １．５の表２，３，５の給水管。

珪藻土ろ過方式

.工事仕様書

.工事概要

工法等の提案は、標準仕様書第１編１ .５ .７の当該事項による。

品質管理は標準仕様書第１編１ .３.４の当該事項による。

施工中の安全確保及び環境保全は標準仕様書第１編１ .３.５及び１ .３.８の当該事項による。

本工事に必要な工事用電力 ･水等の費用及び官公署への諸手続き等の費用は、請負業者の負担とする。

標準仕様書第１編１．３．９による .

復帰方式は ※遠方復帰式 （電気式（定格入力 ＤＣ２４Ｖ０ .６Ａ以下））

※ 低圧ダクト 高圧１ダクト 高圧２ダクト

ファンコイル ･ダクト併用方式

標準仕様書第３編１ .１４.９の当該事項による。

屋内（調整目標値）

延面積（ｍ ）

標準仕様書第２編２ .２ .１（１）～（１１）によるほか、次による。

標準仕様書第２編２ .５の当該事項による。

異種管の接合は標準仕様書第２編２ .５.１７の当該事項による。

配管材料は標準仕様書第２編２ .１による。

配管の溶接接合は標準仕様書第２編２ .５.１６による。

配管の防食処置は、下記を除き標準仕様書第２編２ .７.３の当該事項による。

１） 配管の吊り及び支持などは標準仕様書第２編２ .６ .１及び２ .６ .３の当該事項による。

２） ダクトの吊り及び支持などは標準仕様書第３編２ .２の当該事項による。

２） 次の設計用水平震度及び鉛直震度により、据付ボルト ･アンカーボルトなどの耐震性能を

標準仕様書第２編２ .７.１による。

電線及び電線管等については標準仕様書第４編２ .４の当該事項による。

標準仕様書第２編２ .８ .１（ａ）による。

機器付属金物及び配管、ダクトの支持金物は標準仕様書第２編４ .６の当該事項による。

被覆管を土中埋設する場合は、標準仕様書第２編２ .７.１（ｅ）による。

ポンプ排水 有り（ 汚物 雑排水 汚水 湧水）

保温を行う場合の仕様は標準仕様書第２編３ .１.４の表２ .３ .２による。

１） 形状 スリットフェース形 パネル形 ダンパー形

ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＢ ､ＳＧＰ－ＦＰＢ） ビニル管（ＨＩＶＰ）

高圧１ダクト 高圧２ダクト

※亜鉛鉄板製 普通鋼板製

人造石とぎ出し製（ ）

ステンレス製 （ ）

名称:

（ＳＧＰ－ＶＡ .ＳＧＰ－ＦＶＡ）

１） 冷温水管 ･膨張管･エアー抜き管･膨張タ ンクより、ボイラー等への補給水管

厚さ ○３ .２ｍｍ ４ .５ｍｍ

標準仕様書第３編１ .１１.３の当該事項による。

保温化粧ケース （ 樹脂製 溶融 ｱ ﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑー亜鉛鉄板製

０.６ｍｍ

１.２ｍｍ

１.０ｍｍ

０.８ｍｍ

塩ビライニング鋼管 （ＳＧＰ－ＶＡ .ＳＧＰ－ＦＶＡ）

１） 濾過循環配管、補給水配管、･

名称:

（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式 ､呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）

（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式 ､呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）

（呼び径６０Ｓｕ以下は拡管式 ､呼び径７５Ｓｕ以上は溶接接合）

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

水槽類

水槽類

水槽類

上記１０）で保温を行う場合の仕様は標準仕様書第２編３ .１.４の表２ .３.２による。

（呼び径７５以上） ビニル管（ＨＩＶＰ）

洗面器 ※８００ ７５０ 「標準図」による

手洗器 ※８００ 「標準図」による

工具箱（ドライバー 大小＋－各１本、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー等）

別表１ ＜機械＞

大阪市北区西天満５丁目１０番１４号

／０３・３３５５・５８３６■東京

■大阪

一級建築士登録 第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺図名

M

／０６・６３６４・５８３６

東京都新宿区南元町１９番地

１

2 0 0

多賀小学校プール改築工事

機械設備工事特記仕様書



２／１４

植栽・客土

舗装・整地等

図面に表記なき家具・備品等

及びデータ提出に伴う一切の経費

公開承認施設制度に基づく認定を受けるまでの環境モニタリング

ブラインド

ブラインドボックス

消火器ボックス

消火器

化粧鏡

多目的便所鏡

身障者用案内チャイム・音声誘導装置等

身障者用点字表示等

身障者用手摺

エレベーター

電気・電話・ＣＡＴＶの引き込み柱（基礎を含む）

電気・電話・ＣＡＴＶの引き込みハンドホール

水道引込負担金

上水引き込み（申請手続き共）

ミニキッチン（据え付けを含む）

最終放流桝への接続（申請手続き共）

項 目

区 分
電気

昇降機

建築

衛生 空調

機械 別途

展示 その他
備 考備 考

その他展示

別途機械

空調衛生

建築

昇降機
電気

区 分

項 目

ＴＣＮによる

電話機器

ＣＡＴＶ設備 引込柱までの引込

ガス系消火設備

ＩＴＶ設備機器及び監視盤

機械警備設備

備 考
その他展示

別途機械

空調衛生

建築

昇降機
電気

区 分

項 目

足場・桟橋等の架払い、維持、補修

同 上 一次側電気配管・配線

同 上 一次側との接続

同 上 排水トラップと排水管の接続

同 上 水栓

同 上 電気温水器

同 上 カゴ内と機械室及び事務室間の配管・配線・接続

同 上

三方枠同 上

動力・電灯用一次側電気配管・配線及び接続同 上

保守点検用コンセント同 上

昇降路の仕上げ同 上

出入り口廻りの開口同 上

昇降路内の足場同 上

インターホン機器

穴あけ同 上

洗面器取付け同 上

（雑排水桝を含む）同 上 （雑排水）

（汚水桝を含む）同 上 （汚水）

（雨水桝を含む）屋外排水管（雨水）

雨水排水縦管（外部配管） （第一会所までの横引き管を含む）

自動扉

同 上 一次側電気配管・配線及び接続

同 上 二次側電気配管・配線及び接続

防火引込用自動閉鎖装置

主装置及び二次側電気配管・配線及び接続同 上

制御盤同 上

一次側電気配管・配線及び接続同 上

電気錠扉

同 上 リモートスイッチの機器取付け・電気配管・配線及び接続

一次側電気配管・配線同 上

同 上 二次側電気配管・配線及び接続

同 上 自火報信号配管・配線及び接続

電動シャッター・電動スクリーン

同 上 一次側電気配管・配線及び接続

案内板・掲示板・看板等（照明内蔵案内板等を含む）

同 上 一次側電気配管・配線及び接続

同 上 照明内蔵案内板等の二次側電気配管・配線及び接続

動作表示及び電気配管・配線・接続同 上

動作用排煙感知器及び電気配管・配線・接続同 上

同 上 レリーズ

煙感知器連動の防火戸・防火防煙シャッター及び防煙タレ壁

同 上 制御盤

同 上 制御盤の一次側電気配管・配線及び接続（予備電源共）

制御盤の一次側電気配管・配線及び接続（予備電源共）同 上

制御盤同 上

防煙ダンパ及び温度ヒューズ付防煙ダンパ

動作用排煙感知器及び電気配管・配線・接続同 上

同 上 動作表示及び電気配管・配線・接続

同 上 遠方操作用電気配管・配線・接続

等の付属制御盤

ユニット形消火ポンプ・スプリンクラーポンプ・自動給水装置

同 上 盤組込みの発信網・ベル・表示灯及び起動押し釦

屋内消火栓箱総合盤（本体組込み型）

同 上 一次側電気配管・配線及び接続

同 上 二次側電気配管・配線及び接続

遠方操作用機器の取付け同 上

遠方操作用機器同 上

空調設備の制御盤

一次側電気配管・配線及び接続同 上

同 上 機器連動インターロック

（火災発生時の空調機停止を含む）

同 上 遠方操作用電気配管・配線及び接続

自動制御用電気配管・配線及び接続

同 上 一次側電気配管・配線及び接続（電源供給）

自動制御機器の計装盤

空調機器の室内外渡り配管・配線

室内機スイッチの機器取付け電気配管・配線及び接続

空調機器の一次側電気配管・配線（室内機・室外機共）

空調機器のドレン排水（最寄り汚水桝への接続を含む）

同 上 空配管

引込柱からの配管・配線同 上

加入金同 上

同 上 空配管及び一次側電気配管・配線

同 上 制御盤及び二次側電気配管・配線・接続

評価申請手続き同 上

マンホール蓋同 上

同 上 オーバーフロー

消火水槽（ＲＣ造）（仕上げを含む）

ドアガラリ

壁面のリターンガラリ （ダクト接続用アングルピース共）

取付け同 上

同 上 ダクト接続工事

ダクト接続工事同 上

同 上 取付け （シーリングを含む）

外壁の排気ガラリ （ダクト接続用アングルピース共）

外壁の吸気ガラリ （ダクト接続用アングルピース共）

取付け （シーリングを含む）同 上

同 上 ダクト接続工事

機械室床の塗膜防水

機械室の防音・遮音

仕上げ同 上

同 上 配管施工後の穴埋

屋根防水箇所の配管塔（ＰＳ立ち上がり）

アンカーボルトセット及び位置出し同 上

同 上 アンカー周囲シーリング

屋外設置機器の基礎

仕上げ同 上

同 上 床補強

アンカー周囲シーリング同 上

同 上 アンカーボルトセット及び位置出し

同 上 仕上げ

屋上設置機器の基礎

屋内設置機器の基礎

仕上げ同 上

アンカーボルトセット及び位置出し同 上

同 上 アンカー周囲シーリング

床補強同 上

同 上 天井切込み及び補強・補修

サーモスイッチ取付け・配線同 上

同 上 位置出し

同 上 コントロールスイッチ取付け・配線

取付け枠同 上

電気配管・配線及び接続同 上

換気扇の取付け工事

吹出口・吸込口空調機器等の天井埋込機器の切込み及び補強・補修

同 上 位置出し

位置出し同 上

照明器具・スピーカー等の天井埋機器の切込み及び補強・補修

点検口 （壁）

同 上 位置出し、位置の指示

同 上 （天井）

防火区画・防火壁を貫通するダクト・配管等の防火処置

ＲＣ造等のスラブインサート

貫通箇所の補強同 上

同 上 貫通箇所の補強

Ｓ造及びA L Cパネルのスリーブ・箱入れ

ＲＣ造のスリーブ・箱入れ

その他の仮設建物及び機械器具等

現場事務所の架払い、備品、維持、補修

工事用電話・電力・上水・下水・ガスの支払い、使用料

工事現場保安要員

（建物引渡し時までの高圧受変電設備（本設電気）の

基本料及び使用料を含む）

部品は機械工事支給

目

項

通

共

洗面カウンター

仮囲いの架払い、維持、補修

同 上 ウエザーカバー取付け

屋外外灯設備の基礎

同 上 開口及び開口補強

同 上 評価申請手数料

消防設備使用開始届作成

空調自動制御盤

空調自動制御盤電気供給（１次側配管配線）

空調自動制御盤２次側配管配線

全熱交換機電源供給（１次側配線）

全熱交換機の操作スイッチ取付用ボックス及び二次側配管配線

電気・電話申請手続き

煙感知器及び点検扉取り付け同 上

同 上 点検扉開口及び開口補強

同 上

同 上

ピット内防水工事

ピット内点検タラップ

便器・ペーパーホルダー

擬音装置

同上１次側配管配線及び支給品取付け

給湯器及び２次側電源

同上１次側電源

天井内空調関係機器の吊ボルト用支持鉄骨部材及び取り付け C - 1 0 0 x 5 0 x 2 0 x 3 . 2

試験・調査

残土 処分

残土 仮置

大阪市北区西天満５丁目１０番１４号

／０３・３３５５・５８３６■東京

■大阪

一級建築士登録 第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺図名

M

／０６・６３６４・５８３６

東京都新宿区南元町１９番地

多賀小学校プール改築工事

工事区分表



３／１４

衛生器具表

腰掛大便器

横型洗顔水栓

自動洗浄小便器

ＣＦＳ４６９ＶＮＡ

Ｔ２４８ＲＲ

ＵＦＳ８００ＣＥ

はめ込角形洗面器 Ｌ８３０ＣＲＵ

掃除用流し

散水栓

ホーム水栓

ＴＶ７５０ＣＮ . ＴＣ２９１Ｊ . Ｔ８２Ｃ３２ . Ｔ５３ＷＲ７５ . Ｔ５３ＤＮＪ . ＹＨ６０Ｍ（二連紙巻器）

ＡＣ１００Ｖ．（低リップタイプ、ジアテクト）

ＴＥＬ７７ＧＲＸ（自動水栓）．Ｔ７Ｓ１６Ｒ．Ｔ６ＢＲＸ . Ｔ１５６ＨＶ１５６ . ＴＬ８３０Ｇ

ＴＫ２２．Ｔ３７ＳＥ．Ｔ２６Ｈ２０Ｖ２．ＴＮ１１４Ｘ、Ｔ９ＲＪ

ＳＵＳ製散水栓ＢＯＸ共

名 称 型 番 付属品・備考

ＳＫ２２Ａ

Ｔ２８Ｈ２０

手洗器 Ｌ１０Ｄ

２１

Ｔ２００ＥＳＮＲ１３

マーブライトカウンター ＭＬ８２（プレーンタイプ） 三方エプロン、ブラッケト他附属品共

ＴＬ１９Ａ．Ｔ２２ＢＳ．Ｔ４Ｂ６Ｕ . ＴＬ２２０ＤＪ

共栓 ＳＮＡ－Ｋ－８０

排水目皿 Ｔ５Ａ－ＰＣ－５０

掃除口 ＣＯＢ－１００

Ｔ５Ｂ－ＰＣ－５０排水目皿

ＣＯＢ－６５掃除口

ＣＯＡ－６５掃除口

男
子

便
所

女
子

便
所

男
子

更
衣

室

女
子

更
衣

室

濾
過

機
械

室

プ
ー

ル
及

び
屋

外

合
計

換気機器表

ＣＯＡ－５０掃除口

３

２ ２

１１ ２

１１ ２

１ １

６

３ ６３

２ ２

１ １

１ ２１

２１１

６

固定シャワー ＴＢ１８Ｒ

ボディーシャワー ＴＢ１８Ｓ

１ １

１ １

２１１

２１１

２１１

６ ６

６ ６

凡 例 （衛生設備）

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニール管（ＨＩＶＰ）給水管（市水）

図 面 記 号 名 称 備 考

雑排水管

配管用炭素鋼鋼管（白管、ＭＤ継手）

汚水管

通気管

ＦＪ ベローズ形（ＳＵＳ製）

ＦＪ （合成ゴム製）

水栓

洗浄弁

量水器

フレキシブル継手

防振継手

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

床上掃除口

逆止弁（ＣＶ） ＪＩＳ１０Ｋ

６５Ａ以上（図示なき限りＪＩＳ５Ｋ）バタフライ弁（ＢＶ）

仕切弁（ＧＶ） ５０Ａ以下（図示なき限りＪＩＳ５Ｋ）

ため桝

インバート桝、小口径桝生活排水桝

生活排水桝

通気金物

ＶＣ
ベンドキャップ（露出） ＥＡ：ステンレス製深型フード・ガラリ付（指定色塗装）

ストレートシロッコファン

標準換気扇

制気口

－

ＦＳ

ＦＲ

ＦＷ

ＯＦ

循環往管

循環還管

ろ過逆洗排水管

オーバーフロー排水管

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニール管（ＨＩＶＰ）

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニール管（ＨＩＶＰ）

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニール管（ＨＩＶＰ）

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニール管（ＨＩＶＰ）

ＳＵＳ製深型ベントキャップ１７５φ、他附属品共、Ｖ－２０ＺＭ５（参考品番）

ＳＵＳ製ウェザーカバー、取付枠、その他附属品共、E X - 2 5 E K 5（参考品番）

ＳＵＳ製深型ベントキャップ１７５φ、他附属品共、Ｖ－２０ＺＭ５（参考品番）

ＳＵＳ製ウェザーカバー、取付枠、その他附属品共、E X - 2 5 E K 5（参考品番）

ＳＵＳ製ウェザーカバー、取付枠、温度スイッチ、その他附属品共、E X - 2 5 E K 5（参考品番）

排気ファン ３０ １ １００ Ｌ－Ｓ 天井吊形

排気ファン ２０ ２８０ ３０ １ １００ Ｌ－Ｓ 天井吊形

排気ファン 標準換気扇（風圧式シャター） ３５０ １ １００ Ｌ－Ｓ １ 壁付形

排気ファン ３６０ １ １００ Ｌ－Ｓ １

排気ファン ３００ １ １００ Ｌ－Ｓ １

０．０３２

０．０３２

０．１８５

０．１８５

０．１８５

低騒音型ストレートシロッコファン

低騒音型ストレートシロッコファン

標準換気扇

標準換気扇

２０

２０

２０

壁付形

壁付形

１

１ －

女子便所－

男子更衣室－

女子更衣室－

濾過機械室－

男子便所ＶＦ－１０１

ＶＦ－１０２

ＶＦ－１０３

ＶＦ－１０４

ＶＦ－１０５

備 考設置場所

動力

Ｖ ｋＷ
起動方式 台数 設置方式

防振

装置φ
Ｐａ

静圧

Ｎo ．

２０ ２８０

型番 風量

仕 様

／hm3

名称 形式記号

大阪市北区西天満５丁目１０番１４号

／０３・３３５５・５８３６■東京

■大阪

一級建築士登録 第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺

日 付

初完

改訂１

改訂２

変更事項 設計番号

図名

M

／０６・６３６４・５８３６

東京都新宿区南元町１９番地

多賀小学校プール改築工事

衛生器具・換気機器表・凡例
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1
,
5
0
0

1,825
200220

3,230 25,000200 1,3501,500

100 100

8
,
5
0
0

2
,
0
0
0

2
0
0

1
,
8
5
0

4
,
1
5
0

6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

31,825

5,000 20,000

6,000 2,750 2,750

19,750

4,250 4,010

Ｍ

Ｓ

４／１４

3
2

A

2 0 A

2 0 A

W
2

5
A

W 6 5 A

W 2 5 A

2
5

A

W 6 5 A

5 0 A 5 0 A

2 5 A
-

4 0 A
-

2
5

A
-

2
5

A
-

6 5 A
-

6
5

A
-

4 0 A
-

4 0 A
-

3 2 A
-

4
0

A
-

2 5 A
-

5 0 A
-

3 2 A
-

3 2 A
-

電磁弁4 0Ａ（シャワー用）

量水器5 0Ａ
（既存品移設）

既設バルブ - 5 0 A

ホース水栓
（Ｔ２００Ｓ１３）ｘ３ケ

濾過機プール補給水管へ接続
（S U S製F J 5 0ｘ5 0 0 L )

横型洗顔水栓
（Ｔ２４８ＲＲ）ｘ６ケ

固定シャワー（ＴＢ１８Ｒ） ｘ６ケ
ボディーシャワー（ＴＢ１８Ｓ）ｘ６ケ

ホース水栓
（Ｔ２００Ｓ１３）ｘ３ケ

以降便所詳細図参照

以降便所詳細図参照

ホース水栓
（Ｔ２００Ｓ１３）ｘ３ケ

Ｎ

植込

U P

植込植込

シャワー
（設備図による）

U P

U P

倉庫

X 1 X 2 X 3 X 4 X 5 X 6

Y 1

Y 2

Y 3

1 . 1ｍ0 . 9ｍ 0 . 9 ｍ

U P

GL+100

GL+305

GL-450

GL+1055

GL+250

女子便所

GL+250

女子更衣室

物置場

濾過機械室

GL+250

男子便所

GL+250

GL+250

男子更衣室

通路GL+250GL+250

GL+1000

1
3
,
8
5
0

洗
眼

流
し

テント

日除け

ス
ロ

ー
プ
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■大阪

一級建築士登録 第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺

日 付

初完

改訂１

改訂２

変更事項 設計番号

図名

M

／０６・６３６４・５８３６

東京都新宿区南元町１９番地

１

1 0 0

多賀小学校プール改築工事

給水配管平面図
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Ｎ

3
2

A

2 0 A

W 2 0 A

W 2 0 A

4 0 A
-

4 0 A
-

6 5 A
-

5
0

A
-

2 0 A
-

2 0 A
-

2
5

A
-

6 5 A
-

6
5

A
-

6 5 A
-

2 5 A
--

2 5 A

2
5

A
-

2 5 A
-

2 5 A
-

3 2 A
-

4 0 A
- -

4 0 A

2 0 A
-

2 0 A
-

5
0

A
-

3
2

A
-

3 2 A
-

3 2 A
-

4
0

A
-

2 0 A
-

X5 X6X2 X3 X4X1

Y1

Y2

Y3

25,000

2,750 4,250 4,0002,7506,000

19,750

2
,
00

0
1
,8

5
0

6
,
0
00

4
,
15

0

５／１４

ゲート弁

バタフライバルブ

量 水 器

電 磁 弁

名 称

ＢＣ - ＪＩＳ1 0Ｋ - 5 0Ａ

ｱ ﾙ ﾐ ﾀ ﾞ ｲ ｷ ｬ ｽ ﾄ 製、ＢＶ - 6 5Ａ

既 設 移 設 品

ＣＡＣ４０６、ＷＦ - １２ - 4 0Ａ

材 質 ・ 規 格

３

２

１

１

１

数 量

ゲート弁 ＢＣ - ＪＩＳ1 0Ｋ - 4 0Ａ

Ｍ

Ｓ
濾過機プール補給水管へ接続

（S U S製F J 5 0ｘ5 0 0 L )

電磁弁4 0Ａ（シャワー用）

量水器5 0Ａ
（既存品移設）

ホース水栓
（Ｔ２００Ｓ１３）ｘ３ケ

Ｃ－４２６

腰掛大便器
Ｃ－４２６小便器 （２ s e t ）

ＵＦＳ－８００ＣＥ

手洗器
Ｌ－３０ＤＭ手洗器

Ｌ－３０ＤＭ

手洗器
Ｌ－１０ＤＭ

ＳＵＳ ﾈ ｼ ﾞ 配管 ＨＩＶＰ配管

ホース水栓
（Ｔ２００Ｓ１３）ｘ３ケ

固定シャワー（ＴＢ－１８Ｓ） ｘ６ケ
ボディーシャワー（ＴＢ１８Ｓ）ｘ６ケ

ホース水栓
（Ｔ２００Ｓ１３）ｘ３ケ

横型洗顔水栓
（Ｔ２４８ＲＲ）ｘ６ケ

腰掛大便器（2set)

ステンレス製流し

ステンレス製排水目皿
φ5 0

ステンレス製排水目皿
φ5 0

ステンレス製流し

GL+1000

±0

植込 植込植込

GL+250GL+250 GL+100

物置場

女子更衣室

GL+250

通路GL+250シャワー

GL+250

UP

UP

UP

UP

男子更衣室

GL+250

女子便所

GL+250

男子便所

GL+250

濾過機械室

GL-450

洗
眼

流
し

ス
ロ

ー
プ

大阪市北区西天満５丁目１０番１４号

／０３・３３５５・５８３６■東京

■大阪

一級建築士登録 第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺

日 付

初完

改訂１

改訂２

変更事項 設計番号

図名

M
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給水配管詳細図

多賀小学校プール改築工事
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６／１４

一 般 会 所 桝 リ ス ト

１

記 号

既製会所桝

名 称

6 0 0W ｘ 6 0 0 D ｘ 6 0 0 H（ ﾄ ﾞ ﾛ ﾀ ﾞ ﾒ 1 5 0 ）

配管 桝 深さ

格子蓋

フタ 類

建築工事

備 考

２

３

４

５

６

７

８

９

1 0

1 3

ア

小口径桝

小口径桝

小口径桝

小口径桝

小口径桝

小口径桝

ｍｍ ｍｍ ｍｍ

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 2 0 0 ｘ 9 7 0 9 0 ＬＬ 塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 2 0 0 ｘ 1 1 8 0 9 0ＬＴ

鋳鉄製 汚水蓋

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 2 0 0 ｘ 1 3 4 0 9 0ＬＴ

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 2 0 0 ｘ 1 4 0 0 9 0Ｙ

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 1 5 0 ｘ 7 4 0 9 0 ＬＴ

1 2 5 ｘ 1 2 5 x 2 0 0 ｘ 4 5 0 9 0 ＬＬ

小口径桝

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

6 0 0W ｘ 6 0 0 D ｘ 1 3 6 0 H（ ﾄ ﾞ ﾛ ﾀ ﾞ ﾒ 1 5 0）既製会所桝

小口径桝

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 1 5 0 ｘ 7 0 0 9 0 ＬＬ

既製会所桝 6 0 0W ｘ 6 0 0 D ｘ 1 4 0 0 H（ ﾄ ﾞ ﾛ ﾀ ﾞ ﾒ 1 5 0）

1 5 0 ｘ 1 5 0 x 2 0 0 ｘ 5 0 0 9 0 ＬＴ小口径桝イ 鋳鉄製 汚水蓋 塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

小口径桝 1 0 0 ｘ 1 0 0 x 2 0 0 ｘ 1 2 2 0 9 0ＬＴ

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 2 0 0 ｘ 1 3 8 0 9 0ＬＴ

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 1 5 0 ｘ 8 1 0 9 0 ＬＴ

小口径桝

小口径桝

1 1

1 2

1 0 0 ｘ 1 0 0 x 1 5 0 ｘ 7 7 0 9 0 ＬＴ鋳鉄製 汚水蓋

鋳鉄製 汚水蓋

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

塩化 ﾋ ﾞ ﾆ ｰ ﾙ 製

排 水 本 管 会 所 桝 リ ス ト

記 号 名 称
配管 桝 深さ

フタ 類 備 考
ｍｍ ｍｍ ｍｍ

追
加

距
離

管
底

高
地

盤
高

土
被

り

Ｌ

Ｓ

Ｄ

0

▽ 3 4 . 9 0 0

3
3

6
5

0
3

5
0

5
0

8
5

0

1 5 0 1 0 0

▽ 3 3 . 6 5 0

8 7 5 4 3 2 1

追
加

距
離

管
底

高
地

盤
高

土
被

り

Ｌ

Ｓ

Ｄ

▽ 3 4 . 9 0 0

▽ 3 3 , 6 5 0

7 1 3 1 0

1 / 1 0 0

2 , 1 0 04 2 0

1 / 1 0 0
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6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

V F

1 0 1

V F

1 0 2

V F

1 0 3

V F

1 0 4

V F

1 0 5

E
A

1
5

0
φ

E A 1 2 5φ

E A 1 7 5φ

1 2 5φ

1 2 5φ

E
A

1
2

5
φ

風量 ( m3/ h ) 個数

1 8 0 . 0 1

1

1 0 0 . 0 1

1

7 5 . 0

1 3 0 . 0

2

2

1

1

室名 用途 名称・形式 寸法

男子便所 H S 1 5 0×1 5 0

ボックス 3 5 0×3 5 0×3 0 0

男子便所 H S 1 5 0×1 5 0

ボックス 3 5 0×3 5 0×3 0 0

E A

E A

女子便所

女子便所 E A

E A H S

ボックス

H S

ボックス

1 5 0×1 5 0

3 5 0×3 5 0×3 0 0

1 5 0×1 5 0

3 5 0×3 5 0×3 0 0

隣地境界線

植込

UP

植込植込

シャワー
（設備図による）

男子便所
女子便所

女子更衣室

物置場通路

隣
地

境
界

線

日除け
テント

ス
ロ

ー
プ

濾過機械室

GL+250

GL+250

GL+250 GL+250

UP

UP

洗
眼

流
し

GL+1000

1.1ｍ0.9ｍ 0.9ｍ

倉庫

男子更衣室
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1
2

5
A

1 5 0 A x 7 5 0 L x 2ケ、8 0 A x 7 5 0 L x 7ケ、5 0 A x 5 0 0 L x 1 5ケ
※注：プールとの接続にはベローズ形可とう継手を使用すること。

U P

U P

+ 1 0 0 0

+ 1 0 0 0

濾過機械室

+ 1 0 0

洗
眼

流
し

テント

日除け

1 2 5 A

1 2 5 A1 2 5 A

1 2 5 A

6 5 A

ろ過水給水口

排水桝

F S
1 0 0 A

補給水出口

1 2 5 A

8 0 A

5 0 A

L C

ろ過水給水口排水桝

オーバーフロー配水

1 2 5 A8
0

A

8
0

A

8
0

A

5 0 A

6 5 A8 0 A 5 0 A

5 0 A 水位計（連通管）

F S

F R

F S

O F

O FO F

F R

F S

1 5 0 A

1 5 0 A 1 5 0 A 排水

5
0

A

5
0

A

5
0

A

5
0

A

5
0

A

5
0

A

5
0

A
5

0
A

5
0

A

5
0

A

5
0

A

5
0

A

5
0

A

5
0

A

8 0 A

補給水入口（5 0 A）
合成ゴム製防振継手 x 2ケ共

8 0 A ろ過吐出口
合成ゴム製防振継手8 0 A共

8 0 A ろ過吸込口
合成ゴム防振継手 - 8 0 A共

（雨水）
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9
0

9
0

1
0
5

4
0
1
5

105

7
5
5

1
5
0

3
0
0

5
2
0

300

銘板

1
4

9
5

1 1 5 0

1
8

8
0

濾過機械室

GL-450

GL+305

GL+1055 物置場

植込

GL+250

UP

( N - 4 )

採水栓

( N - 5 )

助剤フィーダー槽

スラリータンク ヘヤーキャッチャーろ過ポンプ

塩素注入口

サンプル弁

水質モニターへ

□6 0 0排水桝

サイフォンブレーカー

Ｙ型ストレーナ

備 考

３

機器質量

能 力

運転質量

型 式

1 , 0 5 0

6 0 0

4 0

P A 4 0 - 2 0 4 A T B

m / h

ｋｇ

ｋｇ

水位計

圧力スイッチ

ろ過機操作盤電磁弁B O X

1
L C

1
WM

1
K P

1
MV

1
F D

1
WP

1

A C

1
P S a

1
S B

1
P S b

1
L S

1
S V

□6 0 0排水桝

ろ過エレメント

滅菌機

水質モニター

補給水装置

サンプル弁

水質モニターへ

N-2 N-1

N-7N-6

N-3

N-1 N-2

N-6 N-7

N-6

N-3

E M - C E E 1 . 2 5 s q - 3 C

プール系統 循環ろ過装置

EM - C E 2 s q - 4 C

EM - C E 2 s q - 4 C

EM - C E E 1 . 2 5 s q - 4 C

EM - C E E 1 . 2 5 s q - 2 C

EM - C E 3 . 5 s q - 4 C

E M - C E E 1 . 2 5 s q - 2 0 C

E M - C E 2 s q - 3 C

E M - C E 2 s q - 3 C

E M - C E E 1 . 2 5 s q - 2 C

E M - C E E 1 . 2 5 s q - 2 C

EM - C E 2 s q - 3 C

EM - C E 2 s q - 3 C

MV - 1 補給水弁

L C - 1 水位計

〃

〃

〃

〃

配線系統

着先行先

圧力スイッチ

スラリータンクレベル計

操作圧力スイッチ

電磁弁ボックス

コンプレッサー 0 . 2 k W

助剤フィーダーモーター

ろ過ポンプ 3 . 7 k WWP - 1

P S a - 1

A C - 1

F D - 1

L S - 1

P S b - 1

S B - 1

E P - 1

K P - 1 滅菌ユニット

WM - 1 水質モニター

S V - 1 サンプリング弁

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

品 名 配線サイズ

A - A 矢視
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6
0
0
0

105

350 499.833

2000 1790

4000

1
5
6
8

1
1
0
0

2
3
0

4
7
5

6000

600

6
5
0

5
6
0

1
9
3
5

1 0 0 0 2

１２／１４



大阪市北区西天満５丁目１０番１４号

／０３・３３５５・５８３６■東京

■大阪

一級建築士登録 第９３６１１号

飯田精三代表取締役

担当

図面番号区分縮尺

日 付

初完

改訂１

改訂２

変更事項 設計番号

図名

M

／０６・６３６４・５８３６

東京都新宿区南元町１９番地

１

2 0

多賀小学校プール改築工事
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1
MV

S

補給水装置

上水

薬注ユニット

採水栓10A

M

洗浄排水

助剤フィーダー槽

ろ過ポンプ

スラリータンク

ろ過エレメント

コンプレッサー

80Ax65A

SOL 1

SOL 2

SOL 3

SOL 4

40A

80A

80A

80A

20A

80A
80A

10A

25A

25A

LC
SOL 8

SOL 7

SOL 6

SOL 5

25A

80A

PS

PG

PS

透明管

25A

80A

80A

80A

80A

80A

塩素注入口 サンプル弁

80A

プール

排水

ヘヤーキャッチャー

1
HC

PG

1
KP

1
AC

1
SB

1
SV

1
WF

1
WM

水質モニター

1
WP

80A
80A

1
LS

ろ過機操作盤

1
EP

1
LC

プール排水

サイフォンブレーカー

構成機器名称

循環ろ過装置

構成機器

仕様（型式，寸法等）

機内配管：80A

型式：全自動可逆式珪藻土ろ過機

ヘッダー：ｽﾃﾝﾚｽ

材質

電 源

備 考台数

WF-1 1

処理能力：40m /h

ろ枠/ろ布：PP/ﾃﾄﾛﾝ

配管：SGP

起動電圧(V)相(φ) 動力(KW)装置NO

3

PA40-204ATB

WP-1 ろ過ポンプ

仕 様：0.67 m /min×17mH

型式：片吸込渦巻ポンプ

羽根車：CAC

ケーシング：FC200

構成機器名称

構成機器

仕様（型式，寸法等）

プール ろ過設備 機器リスト

15A 電磁弁

材質

電 源

備 考台数

SV-1 1CAC

起動電圧(V)相(φ) 動力(KW)装置NO

EP-1

MV-1

LC-1

3

口 径：80Ax65A

電動線：全閉型

付属品：圧力ｽｲｯﾁ､PG､CG

1直3.72003

自動操作弁

口 径：80A

型式：エアー作動バタフライ弁

弁体：ステンレス

本体：アルミ 8

HC-1 ヘヤ－キャッチャ－

寸法：φ260x550H

型式：円筒竪型 SS/Znメッキ 1

配管接続口径：80A

LS-1 スラリータンク

付属品：助剤フィーダー槽

φ480x440H PE 水位計付 本体：PE

AC-1 コンプレッサー

電動機：防滴保護型

型式：圧力開閉器式

能力：0.2Kwx200V 60Hz 3φ 25L/min

電磁弁ボックス

内蔵品：電磁弁8連

型式：屋内BOX 箱体：鋼板製

付属品：圧力スイッチ

1

寸法：350ｘ250ｘ150

SB-1

サンプリング弁

測定項目：遊離塩素水質モニターWM-1

KP-1

測定方式：ポーラログラフ法

電極洗浄方式：振動ビーズ洗浄

付属品：サンプル水自動弁

測定範囲：0～2mg/L

制御：ろ過装置運転制御

出力：一括故障警報

型式：壁掛型 箱体：鋼板製

1200単相 15VA

1

50A 電動弁 12003

水位計 13P

ろ過機操作盤

補給水弁 CAC

透明管付

薬注ユニット 1

手動バルブ、CV、ストレーナ 1

ろ過機本体

190W2003 直

10.22003 直

フィルター付レギュレーター、ルブリケーター

ダイヤフラム 定量ポンプ

Max.93mL/min x 0.7MPa

200単相 18W 直 タンク100L付

１３／１４



Ｎ

Ｍ

1
,
8
0
0

2
1
0
2
0
01
,
7
5
0 1
0
51
5
0

180
120

2,290350

1
0
,
8
0
0

1
8
0

1
1
01
,
6
7
0

1
8
02
1
0

1
0
,
0
0
0

280
100

1
0
02
7
5

3
,
0
0
0

400

1,700

25,0003501,
37
0

2,160

3,340110

2
8
5
2
7
0
2
0
0

25,700

3,940

4
,
4
5
0

6
7
0

5
0
A

F
L
+
5
0
0

W

50A

2 0 0 A

2
0

0
A

2
0

0
A

2
0

0
A

2
0

0
A

2 0 0 A

2
0

0
A

2 0 0 A

2
0
0
A

2 0 0 A

注：人孔ます（3 0 0φ）の防護蓋は新設時に流用すること。

注：水道メーターは新設時に流用すること。

＝撤去範囲を示す

プール排水側溝へ放流

200φ（33.839）

200φ（33.846）

200φ（33.846）

200φ（33.789）

200φ（33.766）

200φ（33.699）

200φ（33.656）

200φ（33.618）

200φ（32.889）

200φ（32.735）

200φ（32.917）

200φ（32.988）

300φ-三四・九一三

300φ-三四・八七九

300φ-三四・九九二

300φ-三四・八五三

300φ-三四・八〇五

300φ-三四・八八一

300φ-三四・六六〇

300φ-三四・六九〇

300φ-三四・六九〇

300φ-三四・四〇〇

200φ（33.953）

既設プール排水用バルブ
量水器撤去保管

以降撤去はプール解体工事に含とする。

ポンプ室内は濾過機及び配管類等撤去

300φ-三五・四〇三

以降撤去は濾過機撤去工事とする。

プール

倉庫

ポンプ室
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